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真宗大谷派「不戦決議」

不戦決議
「真宗大谷派不戦決議」
1995（平成７）年６月、戦後 50 年にあたり、
「不戦決議」を宗会において採択。

　私たちは過去において、大日本帝国の名の下に、世界の人々、とりわけ
アジア諸国の人たちに、言語に絶する惨

さん

禍
か

をもたらし、仏法の名を借りて、
将来ある青年たちを死地に赴

おもむ

かしめ、言いしれぬ苦難を強いたことを、深
く懺悔するものであります。
　この懺悔の思念を旨として、私たちは、人間のいのちを軽んじ、他を抹
殺して愧

は

じることのない、すべての戦闘行為を否定し、さらに賜
たまわ

った信心
の智

ち

慧
え

をもって、宗門が犯した罪責を検証し、これらの惨事を未然に防止
する努力を惜

お

しまないことを決意して、ここに「不戦の誓い」を表明する
ものであります。
　さらに私たちは、かつて安

あん

穏
のん

なる世を願い、四海同朋への慈
いつく

しみを説い
たために、非国民とされ、宗門からさえ見捨てられた人々に対し、心から
なる許しを乞

こ

うとともに、今日世界各地において不戦平和への願いに促さ
れて、その実現に身を捧げておられるあらゆる心ある人々に、深

じん

甚
じん

の敬意
を表するものであります。
　私たちは、民族・言語・文化・宗教の相違を越えて、戦争を許さない、
豊かで平和な国際社会の建設にむけて、すべての人々と歩みをともにする
ことを誓うものであります。
　右、決議いたします。

　　　　　　　　1995 年６月 13 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真宗大谷派　宗議会議員一同
　　　　　　　　1995 年６月 15 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真宗大谷派　参議会議員一同
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【資料１】

　新ガイドライン法案は米軍の「後方支援」という名の参戦に地方自治体、民
間をも巻き込み「戦争への協力」を当然とする社会体制づくり法案です。
　わが宗門は、95 年「不戦決議」をいたしました。
　その社会的責任を果たすべく「宗派としての意志＝ガイドライン法案反対」
を宗門内外に明らかにしていただきたい。
　1999 年５月 13 日
　木越　樹　宗務総長様
　不破　仁　宗議会議長様
　　岡崎教区教区会議員有志　23 名
　　　安藤大生　 羽向智洋　 小谷香示　 榊原　毅　 青木　馨　 神谷耀法
　　　本多良友　 荒木　源　 本多昭憲　 占部　寧　 土屋昭之　 眞澤賢文
　　　藤井宣之　 菅原榑秀　 大音祖瑛　 本多定専　 碧海了勇　 大原雅幸
　　　稲前恵文　 杉浦明道　 雪吹祖遵　 酒井　良　 佐々木　徹

要　望　書

　「新ガイドライン法案」が衆議院を通過し、参議院で現在、審議されています。早ければ５月 21
日に採決され、成立します。日本は「戦後」が終わり「戦前」が始まります。紛争解決の手段と
して軍事力を使うことを認めるということです。憲法第９条の完全否定です。具体的には、「周辺
事態」（アメリカがアメリカにとって不都合と考える事態）が起きた時、アメリカ軍が出動し、自
衛隊が「後方支援」（機雷掃海、弾薬・大砲などの輸送、負傷兵・避難民の輸送など）をします。
アメリカから要請があれば、空港、港湾、病院、その他の施設を優先使用させる内容です。日本
全体が軍事基地として使用可能になります。
　今すぐ戦争が始まるわけではありませんが、「戦争への参加」を開く法律です。
　毎日、お勤めで「往生安楽国」と誦み、争いと差別のない浄土を依り所として生きるわたした
ちにとっては見過ごしにできない法律です。「自分の国は自分の力で守らなければ、攻められたら
どうするの」という人たちがいます。ある小学生は「『平和のために』という言葉で、戦争をして
人を殺してしまったら、平和になるのだろうか？／ぼくは違うと思う。ばくだんやミサイルで人
の心の中を支配できるという考え方には賛成できません」（朝日新聞５/14 投書欄）と、武力によ
る解決はあり得ないと見抜いています。
　５月 13 日午後、正副教区会議長など選出のための臨時教区会を閉じたあと、「すべての人が救
われなければ本当の救いはない」という考えに依るわたしたちは、この法案をめぐって緊急に議
員協議会をもちました。そして、「新ガイドライン法案」に対して真宗大谷派宗門としての意思を
社会にあきらかにすべきであることを確認し、95 年に「不戦決議」を表明した宗務当局に「要望書」
を提出することにいたしました。突然であり短い協議時間しかとれなかったので、議員有志とい
うかたちになりました。
　教区内の皆様に、宗務総長と宗議会議長宛に「要望書」を提出した経緯と理由をご報告いたし
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提案者　羽向　智洋）

『岡崎教区通信』№ 299　1999 年５月号

6岡崎教区教区会有志による「ガイドライン法案反対の要望書」6
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【資料２】

○新ガイドライン（日米の新防衛協力指針）
　1978 年作成の旧ガイドラインが見直され、97 年９月に日米間で合意。これで、自衛
隊と米軍の協力関係はいっそう緊密になった。

○新ガイドライン関連三法
　ガイドラインは下記の三つの関連法により成り立っている。
①周辺事態法（ガイドラインの具体的実施法）
　「周辺事態に際してわが国の平和及び安全を確保するための措置に関する法」。新ガ
イドラインを具体的に実施するための法律。
②日米物品役務相互提供協定（ACSA）改正案（米軍への武器部品提供も含む）
　日米の新たな安全保障条約と言われる。後方支援、物品または役務の提供には、完
成品でない武器部品も含まれる。武器輸出三原則の例外となる。
③自衛隊法改正（救援用自衛隊機の海外派遣容認・武器使用容認）
　具体的には 100 条の８第１項を改正し、海外邦人救出のための船舶・ヘリコプター・
武器使用を認めた。

『第 11 回「平和展」・「命令」－人間性の消滅』　真宗大谷派名古屋教区教化センター（2000 年４月 18 日）発行より

自治体・民間の周辺事態下での国への協力
周辺事態法
（地方自治体の協力）
９条１項　関係行政機関の長は、法令及び基本計画に従い、地方公共団体の長に対し、
その有する権限の行使について必要な協力を求めることができる。
（民間の協力）
９条２項　前項に定めるもののほか、関係行政機関の長は、法令及び基本計画に従い、
国以外の者に対し、必要な協力を依頼することができる。

政府が示した自治体・民間協力 10項目
１　地方公共団体の管理する港湾施設の使用
２　地方公共団体の管理する空港施設の使用
３　建物・設備などの安全を確保するための許認可
４　人員・物資の輸送に関する地方公共団体の協力
５　地方公共団体による給水
６　公立病院への患者の受け入れ
７　人員・物資の輸送に関する民間運送事業者の協力
８　廃棄物処理に関する関係事業者の協力
９　民間病院への患者受け入れ
10　民間企業の有する物品・施設の貸与

１. 新ガイドライン
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【資料３】
1999 年（平成 11 年）7月 ―――　真　　　　宗　―――

日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
関
連
法
に
対
す
る
決
議

　

さ
る
五
月
二
四
日
、
新
し
い
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
関
連
法
が
、
国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
戦
争
へ
の
参
加
を
想
定
し
た
法
律
で
す
。
戦
争
は
物
理
的
な
力
で
人
の
心
を
大
規
模
に
蹂じ
ゅ
う
り
ん躙

す
る
、
こ
の
世
で
最

悪
の
事
件
で
あ
り
ま
す
。

　

日
本
は
憲
法
第
九
条
に
お
い
て
、
国
際
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
武
力
の
放
棄
を
う
た
い
、「
い
の
ち
」
の
尊
厳
を
回
復
す

る
決
意
を
内
外
に
宣
言
し
ま
し
た
。
こ
の
条
文
の
思
想
は
有
史
以
来
も
っ
と
も
進
歩
的
で
崇
高
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

私
達
の
宗
門
は
、か
つ
て
、先
の
大
戦
を
「
聖
戦
」
と
呼
び
、積
極
的
に
国
家
に
協
力
し
、仏
法
の
名
の
も
と
に
多
く
の
方
々

を
戦
地
に
送
り
出
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
諸
国
の
人
び
と
に
言
語
に
絶
す
る
惨
禍
を
も
た
ら
し
た

こ
と
を
深
く
懺
悔
し
て
、
一
九
九
五
年
、
真
宗
大
谷
派
宗
議
会
・
参
議
会
の
名
に
お
い
て
「
不
戦
決
議
」
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、「
四
海
同
朋
」
の
精
神
を
立
脚
地
と
さ
れ
た
親
鸞
聖
人
の
教
え
に
背
い
た
事
実
を
深
く
知
ら
し
め
ら
れ
た
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
ま
た
民
族
や
国
家
を
越
え
て
、
す
べ
て
の
戦
争
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
「
い
の
ち
」
の
声
を
心
に
刻
み
、『
仏

説
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
「
兵ひ
ょ
う
が
　
む
よ
う

戈
無
用
」
の
仏
語
の
と
お
り
、
殺
し
あ
い
の
な
い
、
平
和
な
世
界
を
希
求
す
る
と
い

う
厳
粛
な
決
意
の
表
明
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

宗
門
の
歩
ん
だ
誤
っ
た
道
の
り
は
、
宗
門
を
構
成
す
る
我
々
の
胸
に
永
遠
に
記
憶
さ
れ
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
常

に
自
ら
を
正
と
し
、
他
を
邪
と
し
て
止
ま
な
い
自
我
の
深
い
迷
妄
は
、
必
ず
敵
を
生
み
出
し
、
そ
の
幻
影
に
お
び
え
つ
づ
け

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

私
達
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
の
教
え
に
立
っ
て
、
世
界
の
人
々
と
と
も
に
相
互
に
「
御
同
朋
」
と
呼
び
あ
え
る
関
係
を

築
き
あ
げ
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関
連
法
制
定
に
つ
い
て
遺
憾
の
意
を
表
明
し
、
こ
の
法
律
が
決
し
て
発
動
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
切
に
願
い
、
不
戦
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
九
九
年
六
月
一
五
日　

真
宗
大
谷
派
宗
議
会
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【資料４】
1999 年（平成 11 年）7月 ―――　真　　　　宗　―――

日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
関
連
法
に
関
す
る
決
議

　

我
々
、
真
宗
大
谷
派
参
議
会
議
員
一
同
は
、
一
九
九
五
年
戦
後
五
〇
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
、
宗
議
会
と
と
も
に
「
不

戦
決
議
」
を
表
明
し
、
心
新
た
に
非
戦
平
和
の
決
意
を
宗
門
内
外
に
強
く
訴
え
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、「
四
海
同
朋
」
の
精
神
を
立
脚
地
と
さ
れ
た
親
鸞
聖
人
の
教
え
に
背
い
た
事
実
を
深
く
知
ら
し
め
ら
れ
た
の

で
あ
り
、そ
れ
は
ま
た
民
族
や
国
家
を
越
え
て
、す
べ
て
の
戦
争
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
「
い
の
ち
」
の
声
を
心
に
刻
み
、

『
仏
説
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
「
兵ひ
ょ
う
が
　
む
よ
う

戈
無
用
」
の
仏
語
の
と
お
り
、
殺
し
あ
い
の
な
い
平
和
な
世
界
を
希
求
す
る
と
い

う
厳
粛
な
決
意
の
表
明
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

宗
門
の
歩
ん
だ
誤
っ
た
道
の
り
は
、
宗
門
を
構
成
す
る
我
々
の
胸
に
永
遠
に
記
憶
さ
れ
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
び
の
、
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
関
連
法
制
定
に
際
し
、
国
際
紛
争
が
や
ま
な
い
現
実

を
直
視
し
、こ
の
法
律
が
決
し
て
発
動
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
切
に
願
い
、不
戦
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
九
九
年
六
月
一
六
日　

真
宗
大
谷
派
参
議
会
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【資料５】

　国旗及び国歌に関する法律をここに公布する。

　　御名　御璽

　　　　平成 11 年８月 13 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内閣総理大臣　小渕　恵三

法律第 127 号

　　　国旗及び国歌に関する法律

　（国旗）

第一条　国旗は、日章旗とする。

２　日章旗の制式は、別記第一のとおりとする。

　（国歌）

第二条　国歌は、君が代とする。

２　君が代の歌詞及び楽曲は、別記第二のとおりとする。

　　　附　則

　（施行期日）

１　この法律は、公布の日から施行する。

　（商船規則の廃止）

２　商船規則（明治三年太政官布告第 57 号）は、廃止する。

　（日章旗の制式の特例）

３　日章旗の制式については、当分の間、別記第一の規定にかかわらず、寸法

の割合について縦を横の十分の七とし、かつ、日章の中心の位置について旗

の中心から旗竿
さお

側に横の長さの百分の一偏した位置とすることができる。

国旗国歌法

※官報号外　第 156 号より
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【資料６】
1999 年（平成 11 年）8月 ―――　真　　　　宗　―――

教団の動き
靖
国
神
社
公
式
参
拝
中
止
の
要
請

　

本
年
も
、「
戦
没
者
を
追
悼
し
平

和
を
祈
念
す
る
日
」
が
や
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

先
の
大
戦
で
、
か
け
が
え
の
な

い
人
々
を
失
い
、
深
い
傷
を
負
っ
た

の
は
私
た
ち
日
本
人
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
日
は
、
す
べ

て
の
戦
争
犠
牲
者
の
声
に
耳
を
澄
ま

し
、平
和
を
願
う
取
り
組
み
の
中
で
、

私
た
ち
の
悲
し
み
と
傷
み
と
共
に
世

界
各
地
の
多
く
の
犠
牲
者
に
憶
い
を

い
た
し
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

す
る
日
で
あ
り
ま
す
。

　

宗
祖
親
鸞
聖
人
は
、「
世
の
中
安

穏
な
れ
、
仏
法
ひ
ろ
ま
れ
か
し
」
と

願
わ
れ
、
生
き
と
し
生
け
る
す
べ
て

の
命
の
尊
さ
に
立
っ
て
、
そ
の
救
済

の
道
を
説
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
人
類
の
歴
史
は
争
い
の
歴
史

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
戦
争
止
む
事

な
く
、
殊
に
二
十
世
紀
は
、
戦
争
に

よ
る
大
量
殺
戮
の
時
代
で
あ
り
ま
し

た
。
私
た
ち
も
ま
た
そ
の
中
に
あ
っ

て
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
教
え
に
背
い

た
ば
か
り
か
、
仏
法
の
名
に
お
い
て

多
く
の
方
々
を
戦
地
に
送
り
出
し
、

日
本
人
の
み
な
ら
ず
世
界
各
地
の

人
々
に
多
大
な
惨
禍
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

　

私
た
ち
真
宗
教
団
連
合
に
加
盟
す

る
各
宗
派
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
教

え
に
立
ち
帰
り
、
仏
道
に
基
づ
く
事

が
で
き
な
か
っ
た
自
ら
の
歩
み
を
深

く
懺
悔
し
、
決
し
て
過
去
の
過
ち
を

繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
仏
の
前

に
自
ら
を
強
く
戒
め
、
深
い
悲
し
み

を
も
っ
て
、
す
べ
て
の
戦
争
犠
牲
者

に
追
悼
の
誠
を
表
す
と
共
に
、
平
和

で
人
権
が
守
ら
れ
る
世
界
を
目
指
す

こ
と
に
、
一
層
の
努
力
を
い
た
し
た

い
と
思
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

靖
国
神
社
は
、
国
の
た
め
に
い
の

ち
を
捧
げ
た
人
の
み
を
「
英
霊
」
と

し
て
祀
り
、
遺
族
や
他
の
戦
争
犠
牲

者
の
悲
し
み
と
怒
り
の
矛
先
を
曖
昧

に
し
、
国
家
の
戦
争
責
任
を
回
避
す

る
機
能
を
果
た
そ
う
と
す
る
極
め
て

政
治
的
意
図
を
も
っ
て
創
設
さ
れ
た

特
異
な
宗
教
施
設
で
あ
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
総
理
・
閣
僚
各
位
に
よ

る
靖
国
神
社
公
式
参
拝
は
、
国
家
が

担
う
べ
き
戦
争
責
任
を
放
棄
し
、
戦

争
を
思
想
的
に
支
え
る
行
為
に
な
る

事
で
あ
り
、
見
過
ご
す
わ
け
に
は
ま

い
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
先
の
大
戦
の
尊
い
犠
牲

の
上
に
制
定
さ
れ
た
現
行
の
日
本
国

憲
法
は
、
戦
争
放
棄
を
表
明
す
る
と

共
に
、
信
教
の
自
由
と
政
教
分
離
の

原
則
を
謳
っ
て
い
ま
す
。
申
す
ま
で

も
な
く
、
政
教
分
離
の
原
則
は
、
政

治
が
特
定
の
宗
教
へ
干
渉
保
護
す
る

こ
と
を
禁
止
す
る
と
共
に
、
特
定
の

宗
教
が
直
接
政
治
に
か
か
わ
る
こ
と

も
禁
止
し
た
、
近
代
国
家
に
お
け
る

政
治
と
宗
教
の
基
本
原
則
で
あ
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
神
道
独
自
の
慰

霊
の
宗
教
行
事
を
中
心
と
す
る
一
宗

教
法
人
で
あ
る
靖
国
神
社
へ
公
式
参

拝
さ
れ
る
こ
と
は
、
判
例
を
引
く
ま

で
も
な
く
明
ら
か
な
違
憲
行
為
と
み

な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
こ
こ
に
、
総
理
・
閣
僚

各
位
に
よ
る
靖
国
神
社
へ
の
公
式
参

拝
を
中
止
さ
れ
ま
す
よ
う
強
く
要
請

い
た
し
、
ま
た
、
国
政
の
あ
ら
ゆ
る

局
面
に
お
い
て
、
政
教
分
離
の
原
則

を
遵
守
さ
れ
ま
す
こ
と
を
強
く
要
望

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
先
の
国
会
で
成
立
し
た

「
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
関

連
法
」
の
法
律
が
決
し
て
発
動
さ
れ

る
こ
と
の
な
き
よ
う
、
民
族
、
言
語
、

文
化
、
宗
教
及
び
思
想
の
相
違
を
越

え
て
、
豊
か
で
平
和
な
国
際
社
会
の

建
設
に
向
け
て
、
平
和
外
交
の
不
断

の
取
り
組
み
を
重
ね
ら
れ
る
よ
う
併

せ
て
要
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
九
九
九（
平
成
十
一
）年
八
月
九
日

真 

宗 

教 

団 

連 

合

　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
原　

大
成

　

真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
越　
　

樹

　

真
宗
高
田
派
宗
務
総
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤　

光
淵

　

真
宗
佛
光
寺
派
宗
務
総
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端　

照
道

　

真
宗
興
正
派
宗
務
総
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

秦　
　

正
静

　

真
宗
木
辺
派
宗
務
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
田　

信
昭

　

真
宗
出
雲
路
派
宗
務
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原　
　

弘

　

真
宗
誠
照
寺
派
宗
務
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

波
多
野
淳
護

　

真
宗
三
門
徒
派
宗
務
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
川　

秀
丸

　

真
宗
山
元
派
宗
務
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佛
木　

道
宗

内
閣
総
理
大
臣

　

小
渕
恵
三
殿

〈
真
宗
教
団
連
合
〉

総
理
�
閣
僚
�
靖
国
神
社
�
�

�
�
�
�
�
�

公
式
参
拝
中
止
�
要
請

　
「
真
宗
教
団
連
合
」（
豊
原
大
成
理
事
長
）
で
は
、
公
的
立
場
に
あ

る
総
理
・
閣
僚
の
一
宗
教
法
人
で
あ
る
靖
国
神
社
へ
の
参
拝
は
、
日

本
国
憲
法
の
政
教
分
離
の
原
則
を
踏
み
に
じ
る
行
為
で
あ
り
、
か
つ

て
の
悲
惨
な
戦
争
を
聖
戦
と
し
て
正
当
化
す
る
行
為
で
あ
る
と
し
て
、

同
神
社
へ
の
参
拝
中
止
の
要
請
文
を
八
月
九
日
に
、
鈴
木
宗
男
内
閣

官
房
副
長
官
を
介
し
て
内
閣
総
理
大
臣
宛
に
提
出
し
た
。

　

以
下
、
そ
の
全
文
を
掲
載
す
る
。

※毎年８月に出されている。真宗教団連合ホームページ　http://www.shin.gr.jp/kyodan/yosei/index160101.html より
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さ
て
、
去
る
五
月
一
五
日
の
神
道

政
治
連
盟
国
会
議
員
懇
談
会
の
席
上

で
総
理
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
、
い
わ

ゆ
る
「
神
の
国
」
発
言
に
つ
い
て
、

共
に
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
い
た

だ
く
真
宗
門
徒
と
し
て
、
小
職
は
そ

の
推
移
を
少
し
く
見
守
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
も
は
や
看
過
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
ぬ
も
の
と
思
い
定
め
、
や

む
に
や
ま
れ
ず
筆
を
執
ら
せ
て
い
た

だ
く
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
五
月
一
七
日
の
参
議
院
本

会
議
の
答
弁
の
要
旨
で
は
、
主
権
在

民
、
信
教
の
自
由
は
尊
重
す
る
し
、

「
神
の
国
」
は
地
域
社
会
に
お
け
る

自
然
神
を
言
っ
た
の
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
五
月
一
七
日
付

『
産
経
新
聞
』『
朝
日
新
聞
』
の
「
発

言
要
旨
」
か
ら
見
る
と
そ
う
言
え
な

く
も
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。し
か
し
、

そ
れ
は
本
当
に
そ
う
な
の
で
し
ょ
う

か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
総
理

に
お
い
て
は
、
神
の
概
念
は
、
自
然

と
天
皇
が
未
分
離
で
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
総
理
に

と
っ
て
は
、
神
は
阿
弥
陀
仏
に
も
変

容
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
神
の
概
念
の
曖
昧
さ
が
、
あ
る

時
は
天
皇
を
指
し
、
そ
の
点
を
問
題

に
さ
れ
る
と
自
然
を
指
し
て
い
る
の

だ
と
い
う
よ
う
に
、
常
に
立
つ
場
所

が
変
容
す
る
無
責
任
体
系
の
源
で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
無
責
任

さ
が
過
去
の
歴
史
の
認
識
と
未
来
へ

の
展
望
を
誤
ら
せ
る
の
で
す
。
し
か

し
、
真
宗
門
徒
を
名
告
り
な
が
ら
も

こ
の
よ
う
な
曖
昧
な
神
仏
観
を
も
つ

こ
と
を
許
し
て
き
た
一
般
的
門
徒
の

土
壌
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ

を
形
成
し
て
き
た
我
々
僧
侶
の
責
任

は
大
き
く
、
ま
こ
と
に
慚
愧
に
堪
え

な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、「
命
は
、
神
さ
ま
か
ら
い

た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て

お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
命
の
尊
さ

を
言
わ
れ
よ
う
と
し
た
も
の
と
し
て

は
わ
か
ら
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
問
題
は
、
こ
の
趣
旨
を
語
る
背

景
と
し
て
、
先
の
答
弁
の
要
旨
に
あ

る
最
近
の
少
年
に
よ
る
犯
罪
を
総
理

が
ど
う
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
に

あ
り
ま
す
。
五
月
一
八
日
付
『
京
都

新
聞
』
に
よ
れ
ば
、
総
理
は
一
七
日

午
後
、「
昨
今
起
き
て
い
る
よ
う
な

少
年
事
件
を
み
て
み
る
と
、
血
を
な

め
て
み
た
か
っ
た
と
か
、
人
を
殺
し

て
み
た
か
っ
た
と
か
、
非
常
に
恐

ろ
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
人
の

命
の
尊
さ
が
ま
る
で
分
か
っ
て
い
な

い
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

に
は
、
命
の
尊
さ
を
言
わ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
少
年
を
そ
の
よ

う
に
さ
せ
た
、
私
た
ち
が
形
成
し
て

き
た
社
会
に
対
す
る
内
省
と
、
少
年

の
内
面
の
痛
み
に
対
す
る
共
感
が
見

え
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
自
他
と
も
に

傷
つ
け
あ
い
な
が
ら
生
き
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
悲
し
む
べ
き
事
実
に
目

覚
め
さ
せ
ら
れ
て
、
は
じ
め
て
賜
っ

て
い
る
〝
い
の
ち
〞
を
生
き
る
自

分
と
い
う
自
覚
が
生
じ
る
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
機
の
深
信
（
い
の
ち
の

深
い
う
な
が
し
に
も
と
づ
く
自
覚
の

信
）
が
欠
如
す
る
が
ゆ
え
に
、「
命

は
与
え
ら
れ
た
」
と
い
っ
て
も
、
総

理
の
神
の
概
念
が
曖
昧
で
あ
る
た

め
、
自
然
か
ら
、
つ
い
に
は
天
皇

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
と
い
う
よ
う

に
、
い
く
ら
で
も
変
容
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
さ
ら
に
、「
命
を
与
え
ら

れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
そ
の

根
底
で
支
え
る
機
の
深
信
を
抜
き
に

し
て
教
育
の
現
場
に
短
絡
的
に
持
ち

込
む
こ
と
は
、
神
（
自
然
つ
い
に
は

天
皇
）
の
強
制
と
な
る
の
で
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
こ
に
信
教
の
自
由
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
、
自
然
神
か
ら
天
皇

へ
と
常
に
移
行
す
る
神
の
概
念
の
曖

昧
さ
は
、
か
つ
て
の
日
本
の
国
家
神

道
の
よ
う
に
、
人
の
痛
み
や
苦
悩
を

共
に
す
る
こ
と
を
欠
如
し
た
宗
教
の

強
制
と
な
り
（
こ
れ
ら
が
ア
ジ
ア
へ

の
侵
略
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
）、
こ
れ
は
天
皇
を

中
心
に
国
民
を
結
集
さ
せ
強
固
な
天

皇
制
国
家
を
作
る
と
い
う
国
家
観
以

外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
の
で
し
ょ

う
。

　

総
理
の
教
育
改
革
に
取
り
組
む

姿
勢
、
少
年
事
件
を
憂
慮
し
、
情
操

教
育
や
命
の
大
切
さ
を
訴
え
た
い
と

い
う
お
気
持
ち
が
あ
っ
た
こ
と
も
十

分
理
解
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

根
底
に
真
宗
門
徒
と
し
て
の
自
覚
を

も
っ
て
、「
神
の
国
」
発
言
を
撤
回

さ
れ
、
真
の
世
界
平
和
を
希
求
す
る

仏
道
に
立
た
れ
ん
こ
と
を
念
じ
上
げ

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合　

掌

「
神
の
国
」
発
言
に
対
し
書
簡
を
送
付

　

森
喜
朗
内
閣
総
理
大
臣
の
い
わ
ゆ
る
「
神
の
国
」
発
言
に
対
し
、

さ
る
五
月
二
〇
日
、
木
越
樹
宗
務
総
長
名
で
、
森
総
理
大
臣
宛
に

書
簡
を
送
付
し
、
発
言
の
撤
回
を
求
め
た
。

　

そ
の
書
簡
の
要
旨
を
以
下
に
掲
載
す
る
。

―

森
首
相
に
発
言
の
撤
回
を
求
め
る

OOOOOOOOOOOOO

OOOOOOOOOOOOO

５.20



30

【資料８】
2000 年（平成 12 年）7月 ―――　真　　　　宗　―――

教団の動き
　

去
る
、
五
月
十
五
日
の
神
道
政
治

連
盟
国
会
議
員
懇
談
会
の
席
上
で
、

森
首
相
は
「
日
本
国
は
ま
さ
に
天
皇

を
中
心
に
し
て
い
る
神
の
国
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
国
民
の
皆
様
に
し
っ

か
り
と
承
知
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。

そ
の
思
い
で
我
々
が
活
動
し
て
三
〇

年
に
な
っ
た
」
等
と
発
言
さ
れ
ま
し

た
。
今
日
の
私
た
ち
の
国
が
ど
う
い

う
国
で
あ
る
の
か
、
ま
た
こ
れ
か
ら

世
界
に
お
い
て
ど
う
い
う
国
を
め

ざ
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
の
認
識
が

ま
っ
た
く
欠
落
し
た
発
言
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
後
、
五
月
十
七
日
参
議
院

本
会
議
の
答
弁
、
ま
た
、
二
十
六
日

の
記
者
会
見
に
お
か
れ
、「
誤
解
を

生
じ
さ
せ
、
こ
と
ば
足
ら
ず
で
あ
っ

た
」
と
陳
謝
は
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
首
相
の
こ
れ
ま

で
の
教
育
勅
語
に
対
す
る
発
言
や
靖

国
神
社
へ
の
公
式
参
拝
な
ど
の
行
動

に
鑑
み
れ
ば
、「
意
が
充
分
に
伝
わ

ら
な
い
」、「
誤
解
を
生
じ
さ
せ
た
」

で
は
な
く
、
貴
職
は
否
定
さ
れ
ま
し

た
が
、
一
国
の
首
相
と
し
て
皇
国
史

観
に
基
づ
く
発
言
と
し
か
受
け
と
れ

な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
過
去
、
真
宗
門
徒
を

名
告
り
な
が
ら
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
教

え
に
背
き
、
仏
法
の
名
に
お
い
て
積

極
的
に
戦
争
を
肯
定
し
、
国
家
に
協

力
し
て
多
く
の
方
々
を
戦
地
に
送
り

出
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
等
の
人
々
に
言

語
に
絶
す
る
惨
禍
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。

　

私
た
ち
真
宗
教
団
連
合
に
加
盟
す

る
各
宗
派
は
、
こ
の
罪
を
深
く
慚
愧

し
、
す
べ
て
の
戦
争
犠
牲
者
に
哀
悼

の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
宗
祖
親

鸞
聖
人
の
教
え
に
立
ち
戻
り
、
再
び

過
ち
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う

仏
の
前
に
自
ら
を
戒
め
、
微
力
な
が

ら
多
く
の
人
々
と
と
も
に
平
和
へ
の

努
力
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
首
相
の
発
言
は
、
全
人
類

が
目
指
す
平
和
へ
の
願
い
と
努
力
を

踏
み
に
じ
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
。
今
ま
た
、
戦
前
の
国
家
神

道
体
制
を
志
向
す
る
こ
の
た
び
の
首

相
の
発
言
に
対
し
て
、
私
ど
も
は
強

く
遺
憾
の
意
を
表
し
、
曖
昧
な
陳
謝

で
は
な
く
、
明
確
な
撤
回
を
求
め
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以　

上

　

平
成
十
二
年
六
月
一
日

真
宗
教
団
連
合

　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

　
　
　

総　
　

長　

蓮　
　

清
典

　

真
宗
大
谷
派

　
　
　

宗
務
総
長　

木
越　
　

樹

　

真
宗
高
田
派

　
　
　

宗
務
総
長　

安
藤　

光
淵

　

真
宗
佛
光
寺
派

　
　
　

宗
務
総
長　

川
端　

照
道

　

真
宗
興
正
派

　
　
　

宗
務
総
長　

秦　
　

正
静

　

真
宗
木
辺
派

　
　
　

宗
務
長　

高
田　

信
昭

　

真
宗
出
雲
路
派

　
　
　

宗
務
長　

菅
原　
　

弘

　

真
宗
誠
照
寺
派

　
　
　

宗
務
長　

波
多
野
淳
護

　

真
宗
三
門
徒
派

　
　
　

宗
務
長　

寺
川　

秀
丸

　

真
宗
山
元
派

　
　
　

宗
務
長　

佛
木　

道
宗

　

さ
る
六
月
一
日
、
真
宗
教
団
連
合
は
、
森
喜
朗
内
閣
総
理
大
臣

の
い
わ
ゆ
る
「
神
の
国
」
発
言
に
つ
い
て
、
撤
回
を
求
め
る
要
請

文
を
表
明
し
、
森
総
理
大
臣
宛
に
送
付
し
た
。
今
回
の
発
言
に
対

し
、「
強
く
遺
憾
の
意
を
表
し
、
曖
昧
な
陳
謝
で
は
な
く
、
明
確

な
撤
回
を
求
め
る
」
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
要
請
文
の
全
文
を
以

下
に
掲
載
す
る
。

VVVVVVVVVVV 真宗教団連合

森
首
相
�
神
�
国
�
発
言
�

 
 

撤
回
�
求
�
�
要
請
文
�
送
付

VVVVVVVVVVV

森
喜
朗
首
相
「
神
の
国
」
発
言
の
撤
回
を
求
め
る
要
請
文

６. １
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【資料９】
2000 年（平成 12 年）7月 ―――　真　　　　宗　―――

教団の動き

森
喜
朗
内
閣
総
理
大
臣
の
「
神
の
国
」
発
言
へ
の
抗
議
声
明
決
議
文

　

宗
門
は
、
去
る
五
月
十
五
日
、
神
道
政
治
連
盟
国
会
議
員
懇
談
会
の
席
に
お
け
る
、
森
喜
朗
内
閣
総
理
大
臣
の
「
日
本

は
天
皇
を
中
心
と
し
て
い
る
神
の
国
で
あ
る
こ
と
を
国
民
の
み
な
さ
ん
に
承
知
し
て
い
た
だ
く
」
と
い
う
、い
わ
ゆ
る
「
神

の
国
」
発
言
に
対
し
て
、
五
月
二
十
日
、
木
越
宗
務
総
長
の
書
簡
を
も
っ
て
発
言
の
撤
回
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、総
理
は
説
明
不
足
を
詫
び
つ
つ
も
発
言
の
撤
回
は
し
な
い
と
明
言
し
、そ
の
後
も
地
方
遊
説
中
に
「
国

体
」
発
言
な
ど
を
続
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
総
理
の
発
言
は
、
国
民
主
権
と
政
教
分
離
と
い
う
基
本
原
則
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
憲
法
に
背
反
す

る
重
大
な
発
言
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
昨
年
来
の
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
法
を
は
じ
め
と
す
る
、
一
連
の
法
制
化
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
事
実
を
併
せ

見
た
と
き
、
戦
前
の
国
家
神
道
に
基
づ
く
軍
国
主
義
に
回
帰
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
を
抱
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

一
九
九
五
年
、
宗
会
で
「
不
戦
決
議
」
を
採
択
し
た
私
た
ち
は
、
総
理
の
発
言
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な

国
家
主
義
的
な
動
向
に
対
し
て
決
し
て
与
し
な
い
こ
と
を
こ
こ
に
表
明
し
、
決
議
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

二
〇
〇
〇
年
六
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
宗
大
谷
派　

宗　

議　

会
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【資料 10】

　私たち大谷派は、靖国問題を信心の問題と位置づけ、同朋会運動の根幹にかかわる問題として取り
組みを進めているところです。
　それは、1987 年の「全戦没者追弔法会」の宗務総長の「宗門の戦争責任の表白」、戦後 50 年に当
たる 1995 年の宗会の「不戦決議」、昨年の「森首相の「神の国」発言の撤回を求める要請文」（真宗
教団連合）等として、宗門内外に表明されています。
　岡崎教区においても、1985 年に発足した靖国問題専門委員会を中心に、「戦後五十年」を考える「戦
時中の寺院展－そのとき真宗門徒は」の展示会、また『資料集　戦時下の教団の歩み－年表編－』の
冊子などの形になる活動を含め、公開学習会等の日常活動を進めているところです。
　さて、その委員会において、本山がご門徒へ授与している宗祖の御影の「見真大師」の諡号が問題
として指摘されました。
　「見真大師」の諡号とは、1876（明治９）年 11 月 28 日に、当時の真宗六派に「特旨を以て其教祖
親鸞へ大師号宣下仰せ出せられ候こと」という添え書きをもって、天皇より親鸞聖人に「宣下」され
たものであります。特に大谷派はこの「祖師聖人へは諡号の特典を蒙った」ことを契機として、両堂
の再建の機運を盛り立て、棟上げ式において「御影堂」を「大師堂」と改称することをすでに決定し
ていたということです。そしてその後、その「見真大師」の諡号を寺院および在家の宗祖御影に添え
書きして、末寺ならびにご門徒に授与されることになったのです。
　「大師堂」の呼称については、1981（昭和 56）年の宗憲改正において「教法の象徴たる宗祖聖人の
御真影を安置する真宗本廟として新たに位置づけをいたした」という理由で「御影堂」という名称に
もどしました。しかし、宗祖の御影についてはいまだに「見真大師」のままであります。この「見真
大師」の称号こそが、「宗門の戦争責任の表明」において「わが宗門は聖人の仰せになきことを仰せ
として語ったのであります」と表明された、その「聖人の仰せになきこと」を象徴する最たるものと
考えます。
　それは当然、「私たちは過去において、大日本帝国の名の下に、世界の人々、とりわけアジア諸国
の人たちに、言語に絶する惨禍をもたらし、仏法の名を借りて、将来ある青年たちを死地に赴かしめ、
言いしれぬ苦難を強いたことを深く懺悔するものであります」と述べ、また「宗門が犯した罪責を検
証」を表明した宗会の「不戦決議」の精神を体現すれば、この「見真大師」の御影は、その意志にも
反するものであることは明白です。
　ともかく、「見真大師」の御影がもっとも教団を支えてくださっているご門徒のお内仏にとどけら
れていることを今まで見過ごしてきたことに、今更ながら責任を感じる思いです。
　以上の点から、私たち岡崎教区靖国問題専門委員会では、授与物である宗祖御影の諡号について、
ただちに「見真大師」の記述を「親鸞聖人」等と書き換えられることを要望いたします。
　特に宗祖七五〇回ご遠忌を迎える教団として、単なる両堂の屋根の修復のみがとりざたされている
現況において、親鸞聖人の精神に直参するご遠忌法要の指針のひとつともなろうという意見も、申し
添えて、以上の件、要望いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

『岡崎教区通信』№ 321　2001 年６月号より

　靖国問題専門委員会において、本山からご門徒に授与されている宗祖聖人御影の表書きの「見
真大師」の諡号（しごう）が問題となり、４月 25 日付で下記の要望書を宗務総長宛提出しました。
　今後、諡号についての資料や経過報告等を、順次お知らせする予定です。

2001 年４月 25 日

岡崎教区靖国問題専門委員会
　　　　委員長　　鈴　木　　　磐

宗務総長　木　越　　　樹　殿

要　　望　　書

6「見真大師」諡号についての要望6



33

【資料 11】
2001 年（平成 13 年）9月 ―――　真　　　　宗　―――

教団の動き

首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト

　

本
日
、
首
相
が
靖
国
神
社
の
参
拝
を
強
行
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に

悲
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
「
首
相
・
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝

中
止
」
を
求
め
て
要
請
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

申
す
ま
で
も
な
く
靖
国
神
社
は
、
明
治
政
府
の
国
家
神
道
体
制
の
も
と
で
創

設
さ
れ
、
国
家
の
目
的
遂
行
の
た
め
の
戦
争
を
正
当
化
し
、
そ
の
戦
争
責
任
を

回
避
す
る
機
能
を
果
た
し
て
き
た
特
異
な
宗
教
施
設
で
あ
り
ま
す
。
首
相
は
就

任
以
来
、
積
極
的
に
参
拝
す
る
意
志
を
表
明
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う

な
性
格
を
有
す
る
一
宗
教
法
人
に
公
職
者
た
る
一
国
の
首
相
の
参
拝
が
許
さ
れ

る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
先
の
大
戦
で
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
中
国
・
韓
国
を
は
じ
め
と
す

る
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
も
、
強
い
危
惧
が
示
さ
れ
、
各
方
面
か
ら
参
拝
中
止
が
要

請
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
行
わ
れ
た
、
こ
の
た
び
の
首
相
に
よ
る
靖
国
神
社
参
拝
は
、

様
々
な
方
々
の
意
見
を
聞
い
て
「
熟
慮
」
し
判
断
し
た
も
の
と
は
と
て
も
認
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
平
和
を
希
求
す
る
全
人
類
の
願
い
と
努
力
に
心
を
よ
せ
る
こ
と

な
く
、
戦
争
を
可
能
に
す
る
戦
前
の
体
制
へ
の
回
帰
に
つ
な
が
っ
て
い
く
今
回

の
首
相
の
参
拝
行
為
に
対
し
て
、
強
く
遺
憾
の
意
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
参
拝
に
関
し
て
も
引
き
続
き
中
止
を
求
め
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
　

二
〇
〇
一
年
八
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
宗
教
団
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

木　

越　
　

樹

小
泉
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
に

　
　
　
　
　

関
す
る
コ
メ
ン
ト

　

こ
の
た
び
の
小
泉
首
相
の
靖
国

神
社
参
拝
は
、
靖
国
神
社
創
設
の

経
緯
か
ら
も
憲
法
の
精
神
か
ら
も

決
し
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、

断
固
抗
議
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

二
〇
〇
一
年
八
月
十
三
日

　
　

真
宗
大
谷
派

　
　
　
　

宗
務
総
長　

木
越　

樹
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【資料 12】
2001 年（平成 13 年）10 月 ―――　真　　　　宗　―――

教団の動き

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る

　

同
時
多
発
テ
ロ
行
為
に
対
す
る
宗
務
総
長
コ
メ
ン
ト

　

二
〇
〇
一
年
九
月
十
一
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け

る
同
時
多
発
テ
ロ
行
為
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
々
が
殺
害
さ

れ
、
ま
た
、
被
害
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
為
に
対
し

て
私
た
ち
は
強
い
憤
り
と
深
い
悲
し
み
を
お
ぼ
え
る
も
の
で

あ
り
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
か
な
る
主
義
主
張
が
あ
ろ
う
と
も
、「
い
の
ち
の
尊
厳
」

を
否
定
す
る
行
為
を
決
し
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
た
び
の
行
為
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
犠

牲
に
な
る
の
は
、
常
に
民
衆
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
す
で
に
「
民
族
・
言
語
・
文
化
・
宗
教
の
相

違
を
越
え
て
、
戦
争
を
許
さ
な
い
、
豊
か
で
平
和
な
国
際
社

会
の
建
設
に
向
け
て
、
す
べ
て
の
人
々
と
歩
み
を
と
も
に
す

る
こ
と
を
誓
う
」
こ
と
を
表
明
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

た
び
の
テ
ロ
行
為
を
前
に
し
て
、
そ
の
誓
い
を
あ
ら
た
め
て

確
か
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
テ
ロ
行
為
に
対
し
て
強
く
遺
憾

の
意
を
表
明
し
ま
す
。

　

二
〇
〇
一
年
九
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木　

越　
　

樹

同
時
多
発
テ
ロ
行
為
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　

総
長
コ
メ
ン
ト
と
要
望
書

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

　

さ
る
九
月
十
一
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で

起
こ
っ
た
同
時
多
発
テ
ロ
に
対
し
、
当
派
で

は
、
翌
十
二
日
に
宗
務
総
長
に
よ
る
コ
メ
ン

ト
が
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
報
復
の
武
力
行

使
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
現
在
、
九
月
二
十
一

日
付
で
、
宗
務
総
長
名
に
よ
る
要
望
書
を
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
お
よ
び
内
閣
総
理
大

臣
宛
に
送
付
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
九
月

二
十
六
日
に
実
施
し
た
未
臨
界
核
実
験
に
対

し
て
の
抗
議
文
を
同
国
大
統
領
に
送
付
し
た
。

以
下
そ
の
全
文
を
掲
載
す
る
。

　

な
お
、
当
派
で
は
同
月
二
十
五
日
、
多
く

の
被
害
者
が
出
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
被
災

者
支
援
を
願
っ
て
、
見
舞
金
百
万
円
を
日
本

赤
十
字
社
京
都
府
支
部
へ
寄
託
し
た
。

.......................................

.......................................
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【資料 13】
2001 年（平成 13 年）10 月 ―――　真　　　　宗　―――

教団の動き

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
に
か
か
る
要
望
書

　

こ
の
た
び
、
二
〇
〇
一
年
九
月
十
一
日
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
同
時

多
発
テ
ロ
行
為
に
よ
っ
て
甚
大
な
る
被
害
を
受
け
、
多
く
の
人
々
の
尊
い
い
の

ち
が
奪
わ
れ
た
こ
と
に
対
し
深
い
哀
悼
の
意
を
表
し
、
傷
つ
い
た
方
々
に
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
時
に
私
た
ち
は
、
現
在
、
こ
の
テ
ロ
行
為
に
対
す
る
報
復
と
し
て
武
力
行

使
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
も
深
い
危
惧
の
念
を
抱
か
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
テ
ロ
行
為
は
、
憎
む
べ
き
卑
劣
な
行
為
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
行
為
に
対
し
て
武
力
を
も
っ
て
報
復
し
、
次
々
と
戦
争
の
悲
劇
を

生
み
だ
し
、
多
く
の
人
々
の
い
の
ち
を
奪
い
続
け
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
こ
そ
人
間
自
身
の
持
つ
愚
か
さ
・
悲
し
さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

も
は
や
い
か
な
る
困
難
が
伴
お
う
と
も
、
武
力
に
よ
る
報
復
と
い
う
連
鎖
を

断
ち
切
り
、
民
族
・
言
語
・
文
化
・
宗
教
な
ど
の
様
々
な
違
い
を
認
め
あ
う
道

を
模
索
す
る
以
外
に
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
克
服
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
確

信
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
真
宗
大
谷
派
は
、
過
去
の
戦
争
に
深
く
関
与
し
、
多
く
の
国
と
人
々

に
多
大
な
る
苦
痛
と
悲
し
み
を
強
い
た
歴
史
を
も
っ
て
い
ま
す
。
生
き
と
し
生

け
る
も
の
を
平
等
な
る
い
の
ち
と
し
て
見
い
出
す
仏
陀
の
教
え
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
そ
の
教
え
に
背
い
て
戦
争
へ
の
道
を
ひ
た
走
っ
た
と
い
う
罪
責
は
、
ど

れ
だ
け
反
省
し
て
も
償
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
今
、
戦
争
の
歴
史

を
検
証
し
自
ら
の
加
害
責
任
を
直
視
し
、
正
義
の
名
の
も
と
に
人
間
が
殺
し
合

う
戦
争
を
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
決
意
を
あ
ら
た
に
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
今
回
の
テ
ロ
事
件
を
機
に
、
世
界
に
お
け
る
民
族
、
宗
教
等
の
諸

問
題
に
対
す
る
無
知
・
無
関
心
を
あ
ら
た
め
て
自
覚
し
、
全
世
界
の
悲
し
み
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
こ
の
悲
し
み
を
乗
り
越
え
る
道
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
れ

以
上
一
人
の
犠
牲
者
を
も
生
み
出
す
こ
と
の
な
い
、
い
の
ち
の
尊
厳
を
守
る
叡

知
こ
そ
が
結
集
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
と
し
て
、
こ
の
た
び
の
テ
ロ
行
為
に
対
す

る
報
復
と
し
て
、
武
力
行
使
が
な
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
強
く
要
望
い
た

し
ま
す
。

　

二
〇
〇
一
年
九
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木　

越　
　

樹

内
閣
総
理
大
臣

　

小
泉　

純
一
郎　

殿

　

こ
の
た
び
、
二
〇
〇
一
年
九
月
十
一
日
、
同
時
多
発
テ
ロ
行
為
に
よ
っ
て
貴

国
が
受
け
ら
れ
た
甚
大
な
る
被
害
と
、
多
く
の
人
々
の
尊
い
い
の
ち
が
奪
わ
れ

た
こ
と
に
対
し
深
い
哀
悼
の
意
を
表
し
、
傷
つ
い
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
時
に
私
た
ち
は
、
現
在
、
こ
の
テ
ロ
行
為
に
対
す
る
報
復
と
し
て
武
力
行

使
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
も
深
い
危
惧
の
念
を
抱
か
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
テ
ロ
行
為
は
、
憎
む
べ
き
卑
劣
な
行
為
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
行
為
に
対
し
て
武
力
を
も
っ
て
報
復
し
、
次
々
と
戦
争
の
悲
劇
を

生
み
だ
し
、
多
く
の
人
々
の
い
の
ち
を
奪
い
続
け
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
こ
そ
人
間
自
身
の
持
つ
愚
か
さ
・
悲
し
さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

も
は
や
い
か
な
る
困
難
が
伴
お
う
と
も
、
武
力
に
よ
る
報
復
と
い
う
連
鎖
を

断
ち
切
り
、
民
族
・
言
語
・
文
化
・
宗
教
な
ど
の
様
々
な
違
い
を
認
め
あ
う
道

を
模
索
す
る
以
外
に
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
克
服
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
確

信
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
真
宗
大
谷
派
は
、
過
去
の
戦
争
に
深
く
関
与
し
、
多
く
の
国
と
人
々

に
多
大
な
る
苦
痛
と
悲
し
み
を
強
い
た
歴
史
を
も
っ
て
い
ま
す
。
生
き
と
し
生

け
る
も
の
を
平
等
な
る
い
の
ち
と
し
て
見
い
出
す
仏
陀
の
教
え
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
そ
の
教
え
に
背
い
て
戦
争
へ
の
道
を
ひ
た
走
っ
た
と
い
う
罪
責
は
、
ど

れ
だ
け
反
省
し
て
も
償
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
今
、
戦
争
の
歴
史

を
検
証
し
自
ら
の
加
害
責
任
を
直
視
し
、
正
義
の
名
の
も
と
に
人
間
が
殺
し
合

う
戦
争
を
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
決
意
を
あ
ら
た
に
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
今
回
の
テ
ロ
事
件
を
機
に
、
世
界
に
お
け
る
民
族
、
宗
教
等
の
諸

問
題
に
対
す
る
無
知
・
無
関
心
を
あ
ら
た
め
て
自
覚
し
、
全
世
界
の
悲
し
み
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
こ
の
悲
し
み
を
乗
り
越
え
る
道
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
れ

以
上
一
人
の
犠
牲
者
を
も
生
み
出
す
こ
と
の
な
い
、
い
の
ち
の
尊
厳
を
守
る
叡

知
こ
そ
が
結
集
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
と
し
て
、
こ
の
た
び
の
テ
ロ
行
為
に
対
す

る
報
復
と
し
て
、
武
力
行
使
が
な
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
強
く
要
望
い
た

し
ま
す
。

　

二
〇
〇
一
年
九
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木　

越　
　

樹

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領

　

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ　

殿

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
に
か
か
る
要
望
書
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【資料 14】
2001 年（平成 13 年）11 月 ―――　真　　　　宗　―――

教団の動き

国
際
的
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
行
為
並
び
に
報
復
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
力
行
使
中
止
を
求
め
る
決
議
文

　

二
〇
〇
一
年
九
月
十
一
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
同
時
多

発
テ
ロ
行
為
に
よ
っ
て
多
く
の
人
び
と
の
尊
い
い
の
ち
が
奪
わ
れ
、

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
対
し
、
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
、
関

係
す
る
人
び
と
に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

人
間
を
踏
み
に
じ
る
非
道
無
惨
な
こ
の
テ
ロ
行
為
に
対
し
、
私
た

ち
は
強
い
憤
り
と
深
い
悲
し
み
を
覚
え
ま
す
。
い
か
な
る
主
義
主
張

が
あ
ろ
う
と
も
、「
い
の
ち
の
尊
厳
」
を
否
定
す
る
行
為
は
絶
対
に
許

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
こ
の
テ
ロ
行
為
に
対
す
る
報
復
と
し
て
武
力
行
使
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。
真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長

名
を
も
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
危
惧
し
、
武
力
行
使
を
し
な
い
よ
う
強

く
要
望
（
九
月
二
十
一
日　

内
閣
総
理
大
臣
と
米
国
大
統
領
あ
て
の

要
望
書
）
し
て
き
ま
し
た
が
、
阻
止
で
き
な
か
っ
た
無
力
さ
を
恥
じ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
テ
ロ
行
為
は
、
憎
む
べ
き
卑
劣
な
行
為
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
行
為
に
対
し
て
武
力
を
も
っ
て
報
復
す
る
こ
と
は
、

戦
争
の
悲
劇
を
繰
り
返
し
、
多
く
の
人
び
と
の
い
の
ち
を
奪
い
、
あ

ら
た
に
難
民
を
生
み
出
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
人
間
自
身
の

持
つ
愚
か
さ
で
あ
り
、悲
し
さ
で
す
。
正
義
と
い
う
名
の
殺
人
に
よ
っ

て
平
和
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
人
間
の
迷
妄
は
破
ら
れ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
民
族
・
言
語
・
文
化
・
宗
教
な
ど
様
々
な
違
い
を
認
め
あ
い
、

真
実
の
平
和
を
願
い
、
同
朋
と
し
て
出
遇
う
道
を
模
索
す
る
以
外
に
、

テ
ロ
リ
ズ
ム
を
根
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
真
宗
大
谷
派
は
、
過
去
の
戦
争
に
関
与
し
、
多
く
の
国
と

人
び
と
に
多
大
な
る
苦
痛
と
悲
し
み
を
強
い
た
歴
史
を
も
っ
て
い
ま

す
。
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
平
等
な
る
い
の
ち
と
し
て
見
出
す
仏

陀
の
教
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
の
教
え
に
背
い
て
戦
争
に
協
力

し
た
罪
責
は
、
ど
れ
だ
け
反
省
し
て
も
償
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
今
、
戦
争
の
歴
史
を
検
証
し
自
ら
の
加
害
責
任
を
直
視
し
、

戦
争
に
二
度
と
加
担
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
決
意
を
あ
ら
た
に
し
て

お
り
ま
す
。

　

世
界
に
お
け
る
民
族
、
宗
教
の
相
違
に
よ
る
問
題
と
経
済
格
差
に

よ
る
貧
困
等
の
諸
問
題
に
対
す
る
無
知
・
無
関
心
を
あ
ら
た
め
て
自

覚
し
、
全
世
界
の
悲
し
み
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
あ
く
ま
で
も
武
力

行
使
に
依
ら
な
い
、
外
交
的
努
力
と
人
道
的
支
援
こ
そ
日
本
国
の
世

界
平
和
に
貢
献
す
る
道
で
あ
る
と
確
信
し
、
宗
教
者
と
し
て
四
海
平

等
の
仏
陀
の
精
神
の
具
現
に
向
け
て
一
層
の
精
進
を
誓
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
以
上
犠
牲
者
を
生
み
出
す
こ
と
の
な
い
、
す
べ

て
の
人
び
と
の
い
の
ち
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
叡
知
の
結
集
を
願
い
、

テ
ロ
行
為
並
び
に
テ
ロ
行
為
に
対
す
る
報
復
と
し
て
の
武
力
行
使
を
、

即
刻
、
中
止
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
し
、
平
和
実
現
へ
の
努
力
を

惜
し
ま
な
い
こ
と
を
決
議
い
た
し
ま
す
。

　

二
〇
〇
一
年
十
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
宗
大
谷
派　

宗
議
会
議
員
一
同
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【資料 15】

〈テロ３法案〉
　１．テロ対策特別措置法案
　２．自衛隊法の一部を改正する法律案
　３．海上保安庁法の一部を改正する法律案

１．テロ対策特別措置法案
正式名称　「平成 13年９月 11日のアメリカ合衆国において発生したテロリストによる攻撃等
に対応して行われる国際連合憲章の目的達成のための諸外国の活動に対して我が国が実施する
措置及び関連する国際連合決議等に基づく人道的措置に関する特別措置法案

（目的）
第１条　この法律は、平成 13 年９月 11 日にアメリカ合衆国において発生したテロリストによる
攻撃（以下「テロ攻撃」という。）が国際連合安全保障理事会決議第 1368 号において国際の平
和及び安全に対する脅威と認められたことを踏まえ、あわせて、同理事会決議第 1267 号、第
1269 号、第 1333 号その他の同理事会決議が、国際的なテロリズムの行為を非難し、国際連合の
すべての加盟国に対しその防止等のために適切な措置をとることを求めていることにかんがみ、
我が国が国際的なテロリズムの防止及び根絶のための国際社会の取組に積極的かつ主体的に寄
与するため、次に掲げる事項を定め、もって我が国を含む国際社会の平和及び安全の確保に資
することを目的とする。
　　１　テロ攻撃によってもたらされている脅威の除去に努めることにより国際連合憲章の目的
の達成に寄与するアメリカ合衆国その他の外国の軍隊その他これに類する組織（以下「諸外国の
軍隊等」という。）の活動に対して我が国が実施する措置、その実施の手続その他の必要な事項
　　２　国際連合の総会、安全保障理事会若しくは経済社会理事会が行う決議又は国際連合、国
際連合の総会によって設立された機関若しくは国際連合の専門機関若しくは国際移住機関（以
下「国際連合等」という。）が行う要請に基づき、我が国が人道的精神に基づいて実施する措置、
その実施の手続その他の必要な事項
　（基本原則）第二条（以下略）
２．自衛隊法の一部を改正する法律案
　「平成 13 年９月 11 日にアメリカ合衆国で発生したテロリストによる攻撃等にかんがみ自衛隊
の施設並びに日米地位協定第２条第１項の施設及び区域に対する警護に万全を期するため、自
衛隊の部隊等による警護出動の制度を新設するとともに、平時における自衛隊施設の警護のた
めの武器使用の規定を整備し」、「治安出動時に武装工作員等を鎮圧等するために行う武器使用
及び海上警備行動時等において一定の要件に該当する船舶を停船させるために行う武器使用に
つきそれぞれ人に危害を与えたとしても違法性が阻却されるように所要の規定を整備し、あわ
せて、我が国の安全が損なわれないため、我が国の防衛上特に秘匿することが必要な秘密につ
いて、防衛秘密としての指定その他の取扱いを規定し、防衛秘密を取り扱うことを業務とする
者がこれを漏えいした場合の罰則を整備」（提出理由より抜粋）
３．海上保安庁法の一部を改正する法律案
　「外国船舶と思料される船舶の乗組員等による我が国の領域内における重大凶悪犯罪の発生を
未然に防止する必要性にかんがみ、海上保安官が立入検査を適確に実施することができること
とするため、海上保安庁長官が一定の要件に該当する事態であると認めたときにおいて、当該
船舶の進行を停止させるために行う海上保安官又は海上保安官補による武器の使用について、
人に危害を与えたとしてもその違法性が阻却されることとする必要がある。これが、この法律
案を提出する理由である。」（提出理由より）

※官報本紙　第 3234 号より
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【資料 16】

戦
没
者
院
号
法
名
が
返
還
さ
れ
る

【
１
／
26
】

　

さ
る
一
月
二
十
六
日
、
御
影
堂
に
お
い
て
、

大
聖
寺
教
区
第
一
組
上
宮
寺
門
徒
の
西
山
誠
一

氏
か
ら
、
日
中
戦
争
で
戦
死
し
た
同
氏
の
父
親

に
授
与
さ
れ
た
戦
没
者
院
号
法
名
（
註
）
が
宗

派
に
返
還
さ
れ
た
（
写
真
）。

　

こ
れ
は
、
西
山
氏
が
「
戦
死
し
た
父
親
に
宗

派
が
院
号
法
名
を
無
償
で
授
与
し
た
こ
と
は
、

教
団
の
戦
争
協
力
で
あ
り
、
父
親
の
戦
死
を
賛

美
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
」と
深
く
受
け
と
め
て
、「
一

人
の
教
団
人
と
し
て
、
父
親
の
院
号
法
名
を
自
主
的

に
返
還
し
た
い
」
と
い
う
願
い

を
受
け
て
行
わ
れ
た
も
の
。

　

返
還
に
際
し
て
は
山
本
龍

昇
住
職
も
立
ち
会
い
、
戦
没

者
院
号
法
名
返
還
の
後
、
三

浦
崇
宗
務
総
長
か
ら
法
名
の

み
が
西
山
氏
に
交
付
さ
れ
た
。

三
浦
宗
務
総
長
は
、
今
回
の

戦
没
者
院
号
法
名
の
返
還
申

し
入
れ
に
つ
い
て
、「
宗
門
に
お
け
る
行
政
の
場
で

の
戦
争
責
任
検
証
が
不
徹
底
で
あ
っ
た
こ
と
を
真

摯
に
受
け
と
め
、
宗
門
の
近
代
史
検
証
を
よ
り
積

極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

（
註
）
従
軍
戦
死
者
に
対
し
て
宗
派
が
無
償
授
与

し
た
院
号
法
名
を
「
戦
没
者
院
号
法
名
」
と
称

し
、
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
の
日
清
戦
争

を
契
機
と
し
て
、
以
後
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年

七
月
一
日
付
で
廃
止
す
る
ま
で
約
百
年
間
取
り

扱
っ
て
き
た
。

2002 年（平成 13 年）４月 ―――　真　　　　宗　―――
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【資料 17】

１．武力攻撃事態等における我が国の平和と独立並びに国及び国民の安全の確保に関する法律
第１章　総　　則
（目的）
　第１条　この法律は、武力攻撃事態等（武力攻撃事態及び武力攻撃予測事態をいう。以下同じ。）
への対処について、基本理念、国、地方公共団体等の責務、国民の協力その他の基本となる
事項を定めることにより、武力攻撃事態等への対処のための態勢を整備し、併せて武力攻撃
事態等への対処に関して必要となる法制の整備に関する事項を定め、もって我が国の平和と
独立並びに国及び国民の安全の確保に資することを目的とする。

（定義）
　第２条　この法律において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるとこ
ろによる。

　　１　武力攻撃　我が国に対する外部からの武力攻撃をいう。
２　武力攻撃事態　武力攻撃が発生した事態又は武力攻撃が発生する明白な危険が切迫して
いると認められるに至った事態をいう。
３　武力攻撃予測事態　武力攻撃事態には至っていないが、事態が緊迫し、武力攻撃が予測
されるに至った事態をいう。（以下略）

２．安全保障会議設置法
（設置）
　第１条　国防に関する重要事項及び重大緊急事態への対処に関する重要事項を審議する機関と
して、内閣に、安全保障会議（以下「会議」という。）を置く。

（内閣総理大臣の諮問等）
　第２条　内閣総理大臣は、次の事項については、会議に諮らなければならない。
　　１　国防の基本方針
　　２　防衛計画の大綱
　　３　前号の計画に関連する産業等の調整計画の大綱
４　武力攻撃事態等（武力攻撃事態及び武力攻撃予測事態をいう。以下同じ。）への対処に関
する基本的な方針

　　５　内閣総理大臣が必要と認める武力攻撃事態等への対処に関する重要事項
　　６　その他内閣総理大臣が必要と認める国防に関する重要事項
７　内閣総理大臣が必要と認める重大緊急事態（武力攻撃事態等及び前号の規定により国防
に関する重要事項としてその対処措置につき諮るべき事態以外の緊急事態であつて、我が
国の安全に重大な影響を及ぼすおそれがあるもののうち、通常の緊急事態対処体制によつ
ては適切に対処することが困難な事態をいう。以下同じ。）への対処に関する重要事項

　２　前項に定める場合のほか、会議は、国防に関する重要事項及び重大緊急事態への対処に関
する重要事項につき、必要に応じ、内閣総理大臣に対し、意見を述べることができる。

（組織）
　第３条　会議は、議長及び第５条第１項各号に掲げる議員（同条第２項の規定により臨時に会
議に参加する議員を含む。）で組織する。

（議長）
　第４条　議長は、内閣総理大臣をもつて充てる。（以下略）
３．自衛隊法及び防衛庁の職員の給与等に関する法律の一部を改正する法律
　　「防衛出動手当を公務災害保証の公務員平均給与額算定の基礎に加えること」等、細目の改正

＊首相官邸ホームページ（http://www.kantei.go.jp/）より

〈有事関連３法案〉
　１．武力攻撃事態等における我が国の平和と独立並びに国及び国民の安全の確保に関する法律
　２．安全保障会議設置法
　３．自衛隊法及び防衛庁の職員の給与等に関する法律の一部を改正する法律
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【資料 18】

小
泉
純
一
郎
首
相
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
に

対
し
宗
務
総
長
名
に
よ
り
抗
議
文

　

四
月
二
十
一
日
に
小
泉
純
一
郎
首
相
が
靖
国
神

社
に
公
式
参
拝
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
当
派
は
宗

務
総
長
名
に
よ
る
抗
議
文
を
首
相
宛
に
送
付
し
た
。

　

以
下
全
文
を
掲
載
。

抗　

議　

文

　

さ
る
四
月
二
十
一
日
、
貴
職
が
唐
突
に
靖
国
神

社
へ
参
拝
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
遺
憾

で
あ
り
悲
し
み
を
覚
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
私
た
ち
は
長
年
に
わ
た
り
、
真
宗

教
団
連
合
と
し
て
「
首
相
・
閣
僚
の
靖
国
神
社
公

式
参
拝
の
中
止
」
を
求
め
て
要
請
を
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
そ
の
声
が
聞
き
届
け
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
こ
の
た
び
の
参
拝
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
対

し
て
激
し
い
怒
り
を
感
じ
ま
す
。

　

靖
国
神
社
は
、
戦
没
者
を
「
英
霊
」
と
し
て
祀

る
こ
と
を
と
お
し
て
、
国
家
の
目
的
遂
行
の
た
め

の
戦
争
を
正
当
化
す
る
機
能
を
持
っ
た
特
異
な
宗

教
施
設
と
し
て
創
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
一
宗
教
法
人
に
、
首

相
が
参
拝
さ
れ
る
こ
と
は
、
先
の
戦
争
へ
の
国
家

の
責
任
を
曖
昧
に
し
、
政
教
分
離
と
い
う
日
本
国

憲
法
の
精
神
を
踏
み
に
じ
る
許
さ
れ
な
い
行
為
と

い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

昨
年
九
月
の
米
国
で
の
同
時
多
発
テ
ロ
を
契
機

に
行
わ
れ
た
報
復
戦
争
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
々

が
不
安
と
絶
望
の
中
に
投
げ
出
さ
れ
て
い
る
状
況

の
中
、
わ
が
国
は
い
ち
早
く
米
国
支
援
の
姿
勢
を

打
ち
出
し
自
衛
隊
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
更
に
は
、
近
時
「
有
事
法
制
関
連
三
法
案
」

の
制
定
へ
向
け
て
の
動
き
が
活
発
化
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
見
る
と
き
、
再

び
戦
争
を
可
能
と
す
る
環
境
が
整
え
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
と
い
う
強
い
危
惧
を
感
じ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
期
に
首
相
の
靖
国
神
社
へ
の
参

拝
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
、「
平
和
を
守
り
、
二
度

と
悲
惨
な
戦
争
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
不

戦
の
誓
い
を
堅
持
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
す
る
首

相
の
参
拝
所
感
と
は
裏
腹
に
、
多
く
の
戦
争
犠
牲

者
の
存
在
や
そ
の
平
和
へ
の
願
い
を
無
視
し
裏
切

る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
戦
争
を
起
こ
し
て
し
ま
う
人
間
の

罪
業
を
ど
こ
ま
で
も
見
据
え
な
が
ら
、
全
人
類
の

平
和
へ
の
願
い
に
立
ち
不
戦
の
決
意
を
あ
ら
た
に

す
る
と
と
も
に
、
今
回
の
貴
職
の
靖
国
神
社
参
拝

に
強
く
抗
議
し
、
今
後
の
参
拝
に
関
し
て
も
引
き

続
き
中
止
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

二
〇
〇
二
年
四
月
二
十
二
日

　
　

内
閣
総
理
大
臣　

小　

泉　

純
一
郎　

殿

　　
　
　

真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長　

三　

浦　
　

崇

2002 年（平成 14 年）6月 ―――　真　　　　宗　―――
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【資料 19】

　４月 16 日、政府は有事法制関連３法案を閣議決定し、今国会において成立を

もくろんでいます。

　「テロの脅威」や「備えあれば憂いなし」などという単純な言葉で有事法制の

必要性が語られています。しかし、政府が意図している有事法案が私たちに何を

もたらし、日本という国をどこへ向かわせようとするのか、今、きわめて深刻な

危機に立ち至っていると言わねばなりません。

　有事法制は戦時法制です。日本が戦時法制を持つことになれば、近隣諸国をは

じめ広い地域の軍事的緊張を高め、かえって戦争を引き起こす恐れが増大します。

そして、有事法制下においては、私たちは否応なく戦争への協力を強制され、抵

抗したり拒否すれば罰則が待っています。まさしく国家のためにあらゆる協力が

強制される「総動員体制」が出現する可能性があります。

　1999 年第 145 国会で、「周辺事態法」や「国旗・国歌法」、「盗聴法」など、国

家の軍事化、管理・統制を強化する一連の法律が成立し、ついに有事法制が準備

される事態に至っています。戦後日本が曲がりなりにも標榜してきた平和主義が

捨て去られようとしています。

　一切の人びとと共に生きる世界を求める人間の根源的な欲求を押しつぶす戦

争、その戦争をする為の法制を、私たちは断じて許す事は出来ません。

　2002 年５月 15 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡崎教区教区会議員有志

　発起人　　境　　　昭　英

　賛同者　　雪吹　祖遵　　本多　卓寛　　都築　　淳　　大谷　　肇　　藤原　　肇

　　　　　　東脇　芳幸　　青木　　馨　　安藤　昭純　　榊原　宏照　　石川　昌史

　　　　　　大音　祖瑛　　鈴木　　磐　　渡邊　　真　　石川　宗法　　城金　正就

　　　　　　近藤　良治　　杉浦　廣潤　　佐々木文雄　　木村　　敏　　澤﨑　博明

　内閣総理大臣　小泉純一郎　様

有事法制に反対する声明
6岡崎教区会有志による「有事法制に反対する声明」6
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【資料 20】
2002 年（平成 14 年）7月 ―――　真　　　　宗　―――

有
事
法
案
の
撤
回
を
求
め
る
決
議

　

現
国
会
に
お
い
て
有
事
法
制
関
連
三
法
案
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
途
中
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
法
案
は
、
戦
争
放
棄
を
明
記

す
る
憲
法
に
違
反
し
、
す
べ
て
に
軍
事
を
優
先
さ
せ
、
市
民
の
人
権
を
根
こ
そ
ぎ
破
壊
し
、
国
民
を
戦
争
に
駆
り
立
て
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
八
月
十
三
日
と
本
年
四
月
二
十
一
日
の
二
回
に
わ
た
っ
て
靖
国
神
社
参
拝
を
強
行
し
た
小
泉
首
相
の
「
備
え

あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
言
は
、
国
を
守
る
と
し
な
が
ら
、
実
は
国
民
総
動
員
を
企
図
す
る
も
の
に
他
な
ら
ず
、
そ
の
こ
と
こ

そ
が
国
民
の
憂
い
で
あ
り
ま
す
。
戦
争
放
棄
を
う
た
う
日
本
国
憲
法
の
精
神
こ
そ
が
最
大
の
備
え
で
あ
り
、
国
民
の
憂
い
を

な
く
す
最
善
の
道
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
過
去
の
誤
っ
た
道
を
再
び
歩
ん
で
は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
ま
で
も
本
願
念
仏
の

教
法
に
立
ち
、
す
べ
て
の
人
々
と
共
に
「
御
同
朋
」
と
し
て
呼
び
あ
え
る
関
係
を
築
き
上
げ
る
こ
と
こ
そ
が
、
平
和
を
希
求

す
る
人
類
唯
一
の
道
と
確
信
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
教
団
は
、
か
つ
て
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
仰
せ
に
な
き
こ
と
を
仰
せ
と
し
て
、
先
の
戦
争
を
「
聖
戦
」
と
呼
び
、
国

家
に
協
力
し
ア
ジ
ア
諸
国
を
始
め
と
す
る
世
界
の
人
々
に
言
語
に
絶
す
る
惨
禍
と
苦
難
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
戦
争
責

任
を
自
ら
に
問
い
続
け
、
一
九
九
五
年
の
宗
・
参
両
議
会
に
お
い
て
、
こ
の
事
実
を
深
く
懺
悔
し
、「
先
の
大
戦
に
犯
し
た
宗

門
の
罪
責
を
検
証
し
こ
れ
ら
の
惨
事
を
未
然
に
防
止
す
る
努
力
を
惜
し
ま
な
い
」
こ
と
を
決
意
し
て
、「
不
戦
決
議
」
を
採
択

い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
私
た
ち
は
小
泉
首
相
、
政
府
、
国
会
議
員
各
位
が
有
事
法
案
を
撤
回
し
断
念
せ
ら
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

右
、
決
議
い
た
し
ま
す
。

　
　

二
〇
〇
二
年
六
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
宗
大
谷
派　
　

宗　

議　

会

▼
宗
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
、「
有
事
法
案
の
撤
回
を
求
め
る
決
議
文
」
全
文
。
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【資料 21】

　

先
の
国
会
に
お
い
て
上
程
さ
れ
た
「
有
事
法

制
関
連
三
法
案
」（「
武
力
攻
撃
事
態
法
案
」「
自

衛
隊
法
等
一
部
改
正
案
」「
安
全
保
障
会
議
設
置

法
一
部
改
正
案
」）
は
、
継
続
審
議
と
さ
れ
、
今

秋
に
予
定
さ
れ
る
臨
時
国
会
で
の
成
立
が
目
指

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
自
体

に
も
危
惧
を
い
だ
く
も
の
で
す
が
、
こ
の
た
び

の
七
月
二
十
四
日
の
衆
議
院
有
事
法
制
特
別
委

員
会
の
質
疑
の
折
に
、
福
田
康
夫
官
房
長
官
が

行
っ
た
武
力
攻
撃
事
態
で
の
国
民
の
権
利
制
限

に
関
す
る
政
府
見
解
は
、
見
逃
す
こ
と
の
で
き

な
い
内
容
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

政
府
見
解
で
は
、
武
力
攻
撃
事
態
（
有
事
）

へ
の
対
処
と
い
う
「
国
及
び
国
民
の
安
全
を
保

つ
と
い
う
高
度
の
公
共
の
福
祉
」
の
た
め
で
あ

れ
ば
、
個
人
の
思
想
・
良
心
・
信
仰
へ
の
制
約

も
あ
り
得
る
と
さ
れ
て
お
り
、「
公
共
の
福
祉
」

の
名
の
も
と
に
、
自
衛
隊
へ
の
協
力
が
強
制
さ

れ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
こ
れ
が
、
事
実
と
す
れ
ば
、
か
つ
て
の

日
本
が
国
家
の
大
義
の
た
め
に
、
国
民
の
精
神

ま
で
も
動
員
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
を
は
じ

め
世
界
中
の
人
々
に
言
語
に
絶
す
る
惨
禍
を
も

た
ら
し
た
、
そ
の
こ
と
と
同
じ
道
が
辿
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
と
し
か
考
え
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
。「
日
本
国
憲
法
」
が
戦
争
放
棄
と
い
う
崇
高

な
理
念
を
掲
げ
、
個
人
の
尊
厳
を
基
本
的
人
権

と
し
て
も
っ
と
も
尊
重
す
べ
き
こ
と
と
う
た
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
国
及
び
国
民
の
安

全
を
保
つ
」
と
い
う
美
名
の
も
と
に
こ
の
憲
法

の
精
神
を
空
文
化
す
る
よ
う
な
行
為
は
断
じ
て

許
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
大
谷
派
は
、
か
つ
て
の
戦
争
に
お
い

て
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
仰
せ
に
な
き
こ
と
を
仰

せ
と
し
て
、
時
の
国
家
に
追
随
し
、
多
く
の
方
々

を
戦
地
に
送
り
出
し
、
人
々
の
尊
い
い
の
ち
を

死
に
至
ら
し
め
た
、
あ
が
な
う
こ
と
の
で
き
な

い
歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
の
懺
悔

に
立
つ
と
き
、
私
た
ち
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
本

願
が
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
平
等
に
「
十
方
衆
生
」

と
呼
び
か
け
ら
れ
た
ご
精
神
を
今
こ
そ
い
た
だ

き
直
し
、
民
族
・
国
家
・
宗
教
な
ど
の
様
々
な

違
い
を
認
め
合
う
共
生
の
道
を
歩
む
こ
と
こ
そ
、

も
っ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
九
月
の
米
国
で
の
同
時
多
発
テ
ロ
と
そ

の
報
復
戦
争
、
そ
し
て
そ
の
後
も
世
界
中
で
起

き
て
い
る
テ
ロ
と
戦
争
の
連
鎖
は
、
今
も
多
く

の
人
々
の
い
の
ち
を
奪
い
、
悲
し
み
は
深
い
絶

望
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
の
中
、
今
世
界
の
人
々
が
求
め
て
い
る
こ
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
い
の
ち
が
尊
重
さ
れ
る
平
和

な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
た
び
の
政
府
見
解
は
、
平
和

を
希
求
す
る
人
類
の
願
い
に
著
し
く
逆
行
す
る

も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
は
こ
こ
に
強
く
抗
議
し
、

「
有
事
法
制
関
連
三
法
案
」
の
撤
回
を
要
望
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

衆
議
院
有
事
法
制
特
別
委
員
会
で
の
政
府
見
解
に
対
す
る
抗
議
文　

提
出

　

先
の
国
会
に
お
い
て
上
程
さ
れ
た
「
有
事
法
制
関
連
三
法
案
」
は
継
続
審
議
と
し
て
今
秋
に
開
催
予
定
で
あ
る
臨

時
国
会
で
の
成
立
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
当
派
は
、
三
浦
崇
宗
務
総
長
か
ら
小
泉
純
一
郎
内
閣
総
理

大
臣
に
宛
て
、
八
月
五
日
付
で
政
府
見
解
に
対
す
る
抗
議
文
を
提
出
し
た
。
以
下
そ
の
要
旨
を
掲
載
す
る
。

【
８
／
５
】

2002 年（平成 14 年）9月 ―――　真　　　　宗　―――
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【資料 22】
2002 年（平成 14 年）11 月 ―――　真　　　　宗　―――

真
宗
教
団
連
合

　

先
の
第
一
五
四
回
国
会
に
お
い
て
上
程
さ
れ
ま
し

た
有
事
関
連
三
法
案
（「
武
力
攻
撃
事
態
法
案
」、「
自

衛
隊
法
改
正
案
」、「
安
全
保
障
会
議
設
置
法
一
部
改

正
案
」）
は
、
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の

反
対
意
見
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
成
立
が
目

指
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
有
事
関
連
三
法
案
を
提
出
す
る
理
由
と
し
て
、

小
泉
首
相
は
、「
武
力
攻
撃
事
態
に
対
処
す
る
た
め

の
法
制
を
整
備
す
る
た
め
」
と
発
言
し
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
は
紛
争
を
い
わ
ゆ
る
「
武
力
攻
撃
」
に
よ
っ

て
「
解
決
」
し
よ
う
と
す
る
国
際
政
治
の
動
向
に
つ

い
て
深
く
憂
慮
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
宗
祖
親
鸞
聖
人
は
「
世
の
中
安
穏
な
れ
」

と
願
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
す
べ
て
の
い
の
ち
が

相
互
に
尊
重
し
照
ら
し
あ
う
在
り
方
を
示
す
こ
と
こ

そ
、
仏
教
の
生
命
観
で
あ
り
ま
す
。
い
か
な
る
理
由

を
も
っ
て
し
て
も
不
殺
生
に
優
先
し
て
考
え
ら
れ
る

べ
き
理
由
は
成
立
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

人
間
が
人
間
と
し
て
生
き
る
の
に
不
可
欠
な
要
件

は
、
信
仰
の
自
由
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

信
仰
の
自
由
よ
り
殺
生
を
優
先
す
る
政
治
の
あ
り
方

こ
そ
、
殺
戮
に
対
す
る
殺
戮
を
産
み
出
す
も
の
で
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
が
信
ず
る
阿
弥
陀
如
来
の
お
心
す

な
わ
ち
慈
悲
の
心
は
一
切
の
い
の
ち
の
平
等
と
尊
厳

を
基
調
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
法
案
を
審
議
す
る
過
程
に
お
い

て
、
七
月
二
十
四
日
衆
議
院
有
事
法
制
特
別
委
員
会

の
質
疑
の
際
、
福
田
康
夫
内
閣
官
房
長
官
よ
り
武
力

攻
撃
の
事
態
で
の
国
民
の
権
利
制
限
に
関
す
る
政
府

見
解
と
し
て
「
思
想
、
良
心
、
信
仰
の
自
由
が
制
約

を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
得
る
」
と
の
発
言
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
津
野
修
内
閣
法
制
局
長
官
が
根
拠
と
な

る
法
律
は
必
要
と
し
た
上
で
、
作
戦
行
動
の
中
で
教

会
や
神
社
、
仏
閣
の
収
用
は
あ
り
う
る
旨
の
発
言
も

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
過
ち
を
懺
悔
す
る
な
か
か
ら
、
真
宗
教

団
連
合
に
集
う
全
国
二
万
二
千
ヵ
寺
の
寺
院
と
所
属

す
る
門
信
徒
や
心
を
同
じ
く
す
る
方
々
と
と
も
に
、

今
日
ま
で
微
力
な
が
ら
非
戦
・
平
和
に
向
け
た
様
々

な
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
「
平
和
と
共
生
」
の
国
際
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

対
話
に
よ
る
平
和
外
交
の
推
進
が
切
に
求
め
ら
れ
る

現
代
に
お
い
て
、
紛
争
解
決
の
手
段
と
し
て
武
力
行

使
を
法
制
化
す
る
こ
と
は
、
平
和
を
希
求
す
る
人
類

の
願
い
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
は
こ
こ

に
強
く
抗
議
し
、
有
事
関
連
三
法
案
の
撤
回
を
求
め

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
十
月
十
七
日

　

真
宗
教
団
連
合

　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派　

総　
　

長　

武
野　

以
徳

　

真
宗
大
谷
派　

宗
務
総
長　

三
浦　
　

崇

　

真
宗
高
田
派　

宗
務
総
長　

生
柳　

光
壽

　

真
宗
佛
光
寺
派　

宗
務
総
長　

大
谷　

義
博

　

真
宗
興
正
派　

宗
務
総
長　

大
路　

唯
彦

　

真
宗
木
辺
派　

宗
務
長　

永
谷　

真
龍

　

真
宗
出
雲
路
派　

宗
務
長　

菅
原　
　

弘

　

真
宗
誠
照
寺
派　

宗
務
長　

波
多
野
淳
護

　

真
宗
三
門
徒
派　

宗
務
長　

阪
本　

龍
温

　

真
宗
山
元
派　

宗
務
長　

佛
木　

道
宗

内
閣
総
理
大
臣　

小
泉　

純
一
郎　

殿

教 団 の 動 き

十
月
十
七
日
、真
宗
教
団
連
合
か
ら
小
泉
純
一
郎
首
相
へ
「
有
事
関
連
三
法
案
の
撤
回
を
求
め
る
要
請
文
」
が
提
出
さ
れ
た
。
以
下
そ
の
全
文
を
掲
載
す
る
。

有
事
関
連
三
法
案
�
撤
回
�
求
�
�
要
請
文
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【資料 23】
2003 年（平成 15 年）2月 ―――　真　　　　宗　―――

真
宗
教
団
連
合

　

本
日
、
小
泉
首
相
が
靖
国
神
社
に
参
拝
さ
れ
ま

し
た
こ
と
に
対
し
、
強
く
遺
憾
の
意
を
表
明
い
た

し
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
真
宗
教
団
連
合
は
、
長
年
に
わ

た
り
、
終
始
一
貫
し
て
「
首
相
・
閣
僚
の
靖
国
神

社
公
式
参
拝
中
止
要
請
」
を
求
め
、
特
に
小
泉
首

相
就
任
以
来
、
一
昨
年
八
月
十
三
日
、
昨
年
四
月

二
十
一
日
の
参
拝
を
は
じ
め
、
有
事
法
制
を
目
指

し
た
一
連
の
言
動
や
動
向
に
は
、
再
三
抗
議
や
要

請
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
靖
国
神
社
は
、
国
の
た
め
に

い
の
ち
を
捧
げ
た
人
の
み
を
「
英
霊
」
と
し
て
祀

り
、
遺
族
や
他
の
戦
争
犠
牲
者
の
悲
し
み
と
怒
り

の
矛
先
を
曖
昧
に
し
、
国
家
の
戦
争
責
任
を
回
避

す
る
機
能
を
果
た
し
て
き
て
い
る
極
め
て
政
治
的

意
図
を
も
っ
て
創
設
さ
れ
た
特
異
な
宗
教
施
設
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
一
宗
教
法
人
に
首

相
が
参
拝
す
る
こ
と
は
、
先
の
大
戦
の
尊
い
犠
牲

と
深
い
反
省
の
上
に
制
定
さ
れ
た「
日
本
国
憲
法
」

の
「
戦
争
放
棄
・
信
教
の
自
由
・
政
教
分
離
の
原

則
」
を
踏
み
躙
る
行
為
で
あ
り
、
断
じ
て
認
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、「
平
和
と
共
生
」
の
国
際
社

会
が
切
に
望
ま
れ
る
い
ま
、
全
人
類
の
平
和
へ
の

願
い
に
心
を
よ
せ
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
た
今
回
の

参
拝
行
為
に
対
し
、
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
参
拝
に
関
し
て
も
引
き
続
き
中
止
を
求
め

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
一
月
十
四
日

　

真
宗
教
団
連
合　

理
事
長　

武　

野　

以　

徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
宗
教
団
連
合
加
盟
宗
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
宗
大
谷
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
宗
高
田
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
宗
佛
光
寺
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
宗
興
正
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
宗
木
辺
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
宗
出
雲
路
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
宗
誠
照
寺
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
宗
三
門
徒
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
宗
山
元
派

内
閣
総
理
大
臣

　

小　

泉　

純
一
郎　

殿

一
月
十
四
日
、
真
宗
教
団
連
合
か
ら
小
泉
純
一
郎
首
相
へ
「
小
泉
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
に
対
す
る
抗
議
文
」
が
提
出
さ
れ
た
。

以
下
そ
の
全
文
を
掲
載
す
る
。

小
泉
首
相
�
靖
国
神
社
参
拝
�
対
�
�
抗
議
文

【
１
／
14
】
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【資料 24】
　

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
は
、
全
国
七
万
五
千
の
仏
教
寺
院
を
包
括
す
る

五
十
八
宗
派
を
中
心
に
、
都
道
府
県
仏
教
会
、
仏
教
系
諸
団
体
加
盟
の
も
と
結

成
さ
れ
た
伝
統
仏
教
の
連
合
体
で
あ
り
ま
す
。
結
成
以
来
、
全
仏
教
宗
派
が
協

調
し
て
、
仏
教
文
化
の
宣
揚
と
世
界
平
和
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
現
在
、
中
央
教
育
審
議
会
で
は
、
文
部
科
学
大
臣
諮
問
の
下
、
教
育

基
本
法
と
教
育
振
興
基
本
計
画
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
、
平
成

十
四
年
十
一
月
十
四
日
に
は
中
間
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
間
答
申
の
中
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
モ

ラ
ル
の
低
下
、
青
少
年
の
犯
罪
、
い
じ
め
、
学
級
崩
壊
、
家
庭
崩
壊
、
家
庭
、

地
域
で
の
し
つ
け
や
教
育
に
深
刻
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
も
、
一
つ
に
は
現

行
教
育
基
本
法
の
下
で
道
徳
教
育
止
ま
り
で
、
そ
の
基
礎
と
も
な
る
宗
教
教
育

が
過
度
に
軽
視
さ
れ
て
き
た
結
果
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

故
に
、
こ
う
し
た
現
場
に
於
け
る
荒
廃
の
解
消
の
み
な
ら
ず
、
中
央
教
育
審

議
会
が
目
指
す
人
格
の
完
成
、
我
が
国
の
伝
統
・
文
化
の
正
し
い
理
解
と
尊
重
、

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
日
本
人
の
育
成
を
考
え
る
な
ら
ば
、
現
行
の
教
育
基
本

法
第
九
条
一
項
に
「
宗
教
の
社
会
生
活
に
お
け
る
地
位
は
教
育
上
こ
れ
を
尊
重

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
を
、「
日
本
の
伝
統
文
化
の
形
成
に
寄
与

し
て
き
た
宗
教
に
関
す
る
基
本
的
知
識
及
び
理
解
は
、
教
育
上
こ
れ
を
重
視
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
改
正
し
、
併
せ
て
「
宗
教
的
情
操
の
涵
養
の
尊
重
」

も
明
記
し
、
教
育
の
現
場
で
実
施
す
る
こ
と
が
緊
要
の
事
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
第
九
条
二
項
に
あ
る
「
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
宗
教
教
育
」
と
い
う

条
文
は
、「
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
宗
派
教
育
」
と
改
正
し
、
こ
の
際
、
教
育

現
場
に
お
い
て
宗
教
教
育
全
般
を
禁
止
す
る
よ
う
な
解
釈
を
生
む
余
地
を
な
く

す
こ
と
が
肝
要
と
存
じ
ま
す
。

　

な
お
、
学
校
教
育
の
場
に
お
け
る
日
本
の
宗
教
に
関
す
る
知
識
理
解
教
育
に

つ
い
て
は
、
対
象
別
の
適
切
な
教
材
・
副
読
本
を
整
備
し
、
正
確
丁
寧
な
学
習

指
導
要
領
の
作
成
・
教
員
研
修
等
に
よ
り
十
分
可
能
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
化
時
代
に
あ
っ
て
異
文
化
理
解
の
観
点
か
ら
、
世
界
の
様
々
な

宗
教
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
大
切
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
本

の
教
育
改
革
と
し
て
は
、
ま
ず
、
中
等
教
育
段
階
ま
で
は
日
本
の
宗
教
に
つ
い

て
基
礎
的
知
識
と
理
解
を
与
え
、
そ
の
上
に
立
っ
て
人
格
形
成
上
有
効
と
思
わ

れ
る
宗
教
的
情
操
の
涵
養
に
教
育
努
力
を
傾
注
す
る
こ
と
が
建
設
的
で
あ
り
、

時
宜
に
か
な
っ
た
選
択
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
は
、
以
上
の
内
容
を
も
っ
て
現
在
の
教
育
基
本
法

の
規
定
を
改
正
し
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
学
校
の
教
育
の
場
に

お
い
て
、
宗
教
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
と
正
し
い
理
解
を
促
す
教
育
及
び
宗

教
的
情
操
教
育
が
尊
重
さ
れ
、か
つ
実
現
す
る
よ
う
中
央
教
育
審
議
会
「
答
申
」

に
盛
り
込
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
二
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人　

全
日
本
仏
教
会　

理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　

和　

久

　

中
央
教
育
審
議
会　

会
長

　
　
　

鳥　

居　

泰　

彦　

様

新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
基
本
法
と
教
育
振
興
基
本
計
画
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
全
日
本
仏
教
会
「
要
請
書
」

『「教育基本法改正」と宗教教育』国家と宗教のあり方を問う関西宗教者の会　2004 年 3 月 25 日発行より
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【資料 25】
2003 年（平成 15 年）３月 ―――　真　　　　宗　―――

　

近
時
、
刻
々
と
イ
ラ
ク
を
巡
る
状
況
は
緊
迫
の
度
を
増
し
、
米
国
・

英
国
に
よ
る
武
力
攻
撃
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
国
際
情
勢
の
流
れ
の
中
で
、
ふ
た
た
び
戦
争
の
脅
威
が
人
類
を
襲
お

う
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
深
く
憂
慮
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

世
界
を
覆
っ
て
い
る
戦
争
や
テ
ロ
の
悲
劇
は
、
国
家
や
民
族
・
文
化
・

宗
教
の
違
い
を
根
拠
に
す
る
、
政
治
的
な
力
関
係
の
中
で
、
次
々
と
生

み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
犠
牲
が
強
い
ら
れ
る
の
は

戦
地
の
多
く
の
市
民
で
あ
り
、
ま
さ
に
大
量
殺
戮
が
再
び
く
り
か
え
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
戦
争
が
再
び
起
こ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
ま
た
新

た
な
報
復
の
た
め
の
戦
争
や
テ
ロ
が
反
復
さ
れ
る
と
い
う
、
悲
劇
の
連

鎖
は
歴
史
が
証
明
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。「
怨
み
に
報
い
る
に
怨

み
を
も
っ
て
し
た
な
ら
ば
、
つ
い
に
怨
み
の
や
む
こ
と
は
な
い
」
と
の

仏
陀
の
智
慧
に
こ
そ
、
私
た
ち
は
立
つ
べ
き
時
な
の
で
す
。

　

私
た
ち
真
宗
大
谷
派
は
、先
の
戦
争
に
お
い
て
時
の
国
家
に
追
随
し
、

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
仰
せ
に
な
き
こ
と
を
仰
せ
と
し
て
、
多
く
の
人
々
を

戦
場
に
送
り
出
し
多
大
の
苦
難
を
与
え
、
世
界
中
の
人
々
の
尊
い
い
の

ち
を
犠
牲
に
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
の
懺
悔
に
立
っ
て
、
私

た
ち
は
戦
後
五
十
年
の
節
目
に
あ
た
る
一
九
九
五
年
、
教
団
の
最
高
議

決
機
関
で
あ
る
宗
会
に
お
い
て
、
自
ら
が
犯
し
た
罪
責
を
検
証
し
、
二

度
と
戦
争
を
許
さ
な
い
「
不
戦
の
誓
い
」
を
内
外
に
表
明
い
た
し
ま
し

た
。
私
た
ち
は
、
ど
こ
ま
で
も
、
そ
こ
に
立
ち
続
け
る
こ
と
の
決
意
を

あ
ら
た
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

時
あ
た
か
も
、
イ
ラ
ク
の
戦
争
危
機
を
目
前
に
し
て
、
世
界
中
で
戦

争
に
反
対
す
る
人
々
の
運
動
の
う
ね
り
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
こ

の
戦
争
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
再
び
二
十
一
世
紀
を
戦
争

の
世
紀
と
し
て
、
そ
の
悲
惨
と
絶
望
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と

い
う
、人
々
の
深
い
危
機
感
の
表
れ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
国
際
社
会
は
、

こ
の
平
和
を
希
求
す
る
人
類
の
願
い
に
耳
を
傾
け
、
戦
争
の
回
避
に
向

け
て
叡
智
を
結
集
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
今
こ
そ
、
一
人

ひ
と
り
の
い
の
ち
の
尊
重
を
求
め
る
非
戦
の
願
い
を
共
有
し
な
が
ら
、

決
し
て
イ
ラ
ク
に
対
す
る
武
力
行
使
が
な
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

米
国
や
日
本
政
府
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
社
会
に
、
強
く
訴
え
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

二
〇
〇
三
年
二
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長　

三　

浦　
　

崇

教 団 の 動 き

イ
ラ
ク
へ
の
武
力
行
使
に
反
対
す
る
声
明

【
２
／
28
】
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【資料 26】
2003 年（平成 15 年）４月 ―――　真　　　　宗　―――

宗
議
会

教 団 の 動 き

　

こ
の
た
び
の
宗
会
（
臨
時
会
）
の
宗
議
会
に
お
い
て
、「
イ
ラ
ク
へ
の
武
力
攻
撃
に
反
対
し
、
日
本
政
府
の
戦
争
協
力
に
も
反
対
す
る
決
議
」
が
可
決
さ
れ
た
の
で

全
文
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、二
月
二
十
八
日
付
で
宗
務
総
長
名
に
よ
る
「
イ
ラ
ク
へ
の
武
力
行
使
に
反
対
す
る
声
明
」
が
同
趣
旨
の
も
の
と
し
て
表
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ラ
ク
へ
の
武
力
攻
撃
が
秒
読
み
段
階
に
入
り
、
日
本
政
府
は
、
国

連
安
保
理
の
決
議
な
し
で
も
、
ア
メ
リ
カ
の
武
力
行
使
を
支
持
す
る
方

針
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

世
界
で
は
こ
れ
ま
で
、
権
益
、
覇
権
獲
得
の
た
め
の
戦
争
に
よ
っ
て
、

幾
多
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
た
ち
の
未
来
と
可
能
性
が
奪
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
数
知
れ
ぬ
無
念
の
死
か
ら
の
訴
え
は
、「
世
界
中
の
知

恵
を
集
め
て
も
、
戦
争
は
止
め
ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
叫

び
で
あ
り
ま
す
。

　

戦
争
が
報
復
の
た
め
の
戦
争
を
生
み
、
憎
悪
が
憎
悪
を
生
み
出
す
と

い
う
悲
劇
の
連
鎖
は
歴
史
が
証
明
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ラ
ク
攻
撃
に
対
す
る
、
世
界
各
地
で
の
一
千
万
人
規
模
の
反
戦
の

う
ね
り
は
、
非
戦
平
和
へ
の
道
を
、
愛
し
愛
さ
れ
る
国
を
、「
世
界
中

の
知
恵
を
集
め
て
」
も
っ
と
時
間
を
か
け
て
議
論
し
、
創
り
出
し
た
い

と
い
う
行
動
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
宗
門
は
、
戦
後
五
十
年
に
あ
た
る
一
九
九
五
年
、
先
の
戦

争
に
お
い
て
時
の
国
家
に
追
随
し
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
仰
せ
に
な
き
こ

と
を
仰
せ
と
し
て
、
多
く
の
人
々
を
戦
場
に
送
り
出
し
多
大
の
苦
難
を

与
え
、
世
界
中
の
人
々
の
尊
い
い
の
ち
を
犠
牲
に
し
た
こ
と
の
懺
悔
に

立
っ
た
「
不
戦
決
議
」
を
採
択
し
、「
人
間
の
い
の
ち
を
軽
ん
じ
、
他

を
抹
殺
し
て
愧
じ
る
こ
と
の
な
い
、
す
べ
て
の
戦
闘
行
為
を
否
定
し
、

（
略
）
こ
れ
ら
の
惨
事
を
未
然
に
防
止
す
る
努
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と

を
決
意
」
す
る
と
、
宗
門
内
外
に
宣
言
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
そ
の
「
不
戦
決
議
」
を
体
し
、
世
界
中
の
非
戦
平
和
を
訴

え
る
一
人
ひ
と
り
と
共
に
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
イ
ラ
ク
攻
撃
に
反
対
し

ま
す
。

　

ま
た
私
た
ち
は
、「
ア
メ
リ
カ
の
大
義
」
に
従
い
続
け
る
日
本
政
府

の
な
し
く
ず
し
の
戦
争
協
力
に
も
、
反
対
す
る
こ
と
を
表
明
い
た
し
ま

す
。

　

二
〇
〇
三
年
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
宗
大
谷
派　

宗
議
会

イ
ラ
ク
へ
の
武
力
攻
撃
に
反
対
し
、
日
本
政
府
の
戦
争
協
力
に
も
反
対
す
る
決
議

【
３
／
12
】
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【資料 27】
2003 年（平成 15 年）4月 ―――　真　　　　宗　―――

　

つ
い
に
最
も
恐
れ
て
い
た
イ
ラ
ク
攻
撃
が
、
米
国
・
英
国
や
そ
れ
を
支
持
す
る
国
々
に
よ
っ
て
今
は
じ
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
日
本
政
府

は
そ
の
動
き
を
支
持
し
て
い
ま
す
。
世
界
中
の
人
々
が
戦
争
に
反
対
す
る
中
、
あ
え
て
行
わ
れ
る
武
力
行
使
に
対
し
て
、
悲
し
み
と
怒
り
を
覚
え

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
去
る
二
月
二
十
八
日
、
イ
ラ
ク
へ
の
武
力
行
使
が
な
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
訴
え
、
声
明
を
発
し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
事

態
に
至
っ
た
こ
と
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

ひ
と
た
び
戦
争
が
起
こ
れ
ば
、
戦
闘
員
は
も
と
よ
り
戦
地
の
市
民
が
大
量
に
殺
戮
さ
れ
、
と
り
わ
け
老
人
や
女
性
、
幼
い
子
供
た
ち
に
、
と
り

か
え
し
の
つ
か
な
い
犠
牲
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ど
れ
だ
け
「
正
義
」
の
名
を
掲
げ
よ
う
と
、
い
か
な
る
戦
争
行
為
も
許
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。む
し
ろ
そ
の「
正
義
」こ
そ
が
、犠
牲
を
強
い
ら
れ
絶
望
の
中
に
お
か
れ
る
多
く
の
人
々
を
見
え
な
く
し
て
し
ま
う
の
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
今
こ
そ
戦
争
や
テ
ロ
の
連
鎖
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
き
た
憎
悪
を
克
服
し
て
い
く
道
を
探
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を

と
お
し
て
、
国
家
や
民
族
・
文
化
・
宗
教
の
差
異
を
認
め
合
い
、
共
に
生
き
合
え
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
願
い
を
世
界
中
の
多
く
の
人
々
と
共
有
し
な
が
ら
、
私
た
ち
は
、
あ
ら
た
め
て
不
戦
の
誓
い
を
確
か
め
、
イ
ラ
ク
に
対
す
る
武
力
行
使
に
断
固

抗
議
す
る
と
共
に
、
戦
争
の
中
止
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
政
府
は
、
イ
ラ
ク
攻
撃
支
持
の
立
場
を
表
明
す
る
な
ど
、
憲
法
に
謳
わ
れ
た
戦
争
放
棄
の
理
念
を
踏
み
に
じ
る
行
為
を
行
っ
て
い

ま
す
。
日
本
政
府
に
は
、
か
つ
て
侵
略
戦
争
を
起
こ
し
た
国
と
し
て
、
平
和
な
世
界
の
建
設
に
向
け
て
の
役
割
を
自
覚
し
、
攻
撃
支
持
の
方
針
を

撤
回
し
、
国
際
社
会
に
対
し
て
武
力
行
使
反
対
の
立
場
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
、
こ
こ
に
要
請
い
た
し
ま
す
。

　

二
〇
〇
三
年
三
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長　

熊
谷　

宗
惠

教 団 の 動 き

イ
ラ
ク
へ
の
武
力
行
使
に
対
す
る
抗
議
と
戦
争
中
止
を
求
め
る
声
明

【
３
／
19
】
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【資料 28】
2003 年（平成 15 年）7月 ―――　真　　　　宗　―――

教 団 の 動 き

　

先
の
衆
議
院
に
続
き
、
六
月
六
日
、「
武
力
攻
撃
事
態
対
処
法
」「
改

正
自
衛
隊
法
」「
改
正
安
全
保
障
会
議
設
置
法
」
の
有
事
関
連
三
法
が

参
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
近
年
に
限
っ
て
も
、
一
九
九
九
年
の
「
周
辺
事
態
法
」、
二
〇

〇
一
年
の
「
テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
」
制
定
に
続
き
、
今
回
、
戦
時
と

い
う
非
常
事
態
体
制
に
関
わ
る
有
事
関
連
三
法
が
成
立
し
、
更
に
は
、

イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
遣
を
可
能
に
す
る
「
イ
ラ
ク
復
興
支
援
特
別
措

置
法
案
」
の
政
府
提
案
が
迫
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
一
連
の
流
れ
に

よ
り
、
世
界
に
誇
る
べ
き
「
日
本
国
憲
法
」
の
平
和
主
義
と
戦
後
民
主

主
義
の
空
洞
化
が
な
し
崩
し
的
に
進
み
、
更
に
は
、
国
民
主
権
と
戦
争

放
棄
を
柱
と
し
た
「
日
本
国
憲
法
」
が
改
悪
さ
れ
、
国
際
紛
争
の
解
決

に
武
力
に
よ
る
威
嚇
と
そ
の
行
使
を
用
い
る
こ
と
を
当
然
と
す
る
国
に

変
質
し
て
い
く
こ
と
に
強
い
憤
り
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

　

昨
年
六
月
、
当
時
、
政
治
日
程
に
上
が
っ
て
き
た
有
事
関
連
三
法
に

対
し
、
私
た
ち
は
真
宗
大
谷
派
宗
議
会
の
名
に
お
い
て
、「
こ
の
法
律

は
戦
争
放
棄
を
明
記
す
る
憲
法
に
違
反
し
、
す
べ
て
の
軍
事
を
優
先
さ

せ
、
市
民
の
人
権
を
根
こ
そ
ぎ
破
壊
し
て
、
国
民
を
戦
争
に
駆
り
立
て

る
も
の
」
で
あ
る
と
受
け
と
め
、
法
案
の
撤
回
を
求
め
る
決
議
を
行
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
の
歴
史
の
中
で
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
仰
せ

に
な
き
こ
と
を
聖
人
の
仰
せ
と
し
、
国
家
の
戦
争
遂
行
に
す
す
ん
で
協

力
を
行
っ
た
真
宗
大
谷
派
教
団
の
戦
争
責
任
を
心
に
刻
み
続
け
、「
四

海
の
う
ち
、
み
な
同
朋
」
と
い
う
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に
基
づ
い

て
非
戦
平
和
を
希
求
せ
ん
と
い
う
強
い
決
意
の
表
明
で
あ
り
ま
す
。

　

一
昨
年
の
米
国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
と
そ
れ
に
対
す
る
報
復
戦

争
で
あ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
、
今
年
の
イ
ラ
ク
侵
攻
に
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
今
日
、
世
界
は
、
民
族
や
宗
教
、
文
化
・
歴
史
の
違
い
を
多

様
性
と
し
て
認
め
合
う
方
向
に
で
は
な
く
、独
善
的
な
思
考
に
立
っ
て
、

自
ら
の
是
と
す
る
と
こ
ろ
を
押
し
通
す
と
い
う
暴
力
的
な
気
分
に
冒
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、私
た
ち
は
、軍
事
力
・
経
済
力
と
い
う
「
力
」

の
行
使
が
問
題
解
決
の
た
め
の
唯
一
の
選
択
肢
で
あ
る
と
い
う
錯
誤
に

支
配
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
何
故
、
世
界
は
悲
惨
な
戦
争
殺
戮
の
連
鎖
を
断
ち
き
れ
な
い
の

か
？
」
と
い
う
問
い
は
、
政
治
的
・
経
済
的
課
題
で
あ
る
と
同
時
に
、

す
ぐ
れ
て
宗
教
的
課
題
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
私
た
ち
も
ま
た
、
真
宗

門
徒
の
一
人
と
し
て
、
軍
事
力
・
経
済
力
と
い
う
「
力
の
信
仰
」
を
奉

ず
る
者
と
な
っ
て
い
る
事
実
を
厳
し
く
慚
愧
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
改
め
て
、
有
事
関
連
三
法
の
成
立
に
抗
議
の
意
思
を
表
明
す

る
と
と
も
に
、
二
千
万
人
を
超
え
る
と
言
わ
れ
る
人
々
に
犠
牲
を
強
い

た
こ
と
へ
の
真
摯
な
反
省
よ
り
生
ま
れ
た
「
日
本
国
憲
法
（
前
文
）」

に
「
日
本
国
民
は
、
恒
久
の
平
和
を
念
願
し
、
人
間
相
互
の
関
係
を
支

配
す
る
崇
高
な
理
想
を
深
く
自
覚
す
る
の
で
あ
っ
て
、
平
和
を
愛
す
る

諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持

し
よ
う
と
決
意
し
た
。」
と
宣
言
す
る
戦
争
放
棄
の
平
和
主
義
の
原
則

に
立
ち
戻
り
、
国
政
を
運
営
し
て
い
た
だ
く
よ
う
強
く
要
請
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

二
〇
〇
三
年
六
月
十
一
日　
　
　
　
　
　

真
宗
大
谷
派　

宗
議
会

有
事
関
連
三
法
の
成
立
に
抗
議
し
、「
日
本
国
憲
法
」
の
平
和
主
義
の
原
則
に
立
ち
戻
る
こ
と
を
求
め
る
決
議
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【資料 29】

目次

　第１章　総則（第１条 ― 第３条）

　第２章　対応措置等（第４条 ― 第 17 条）

　第３章　雑則（第 18 条 ― 第 21 条）

　附則

　　　第１章　総　　則

　（目的）

第１条　この法律は、イラク特別事態（国際連合安全保障理事会決議第 678 号、第 687 号及

び第 1441 号並びにこれらに関連する同理事会決議に基づき国際連合加盟国によりイラク

に対して行われた武力行使並びにこれに引き続く事態をいう。以下同じ。）を受けて、国

家の速やかな再建を図るためにイラクにおいて行われている国民生活の安定と向上、民主

的な手段による統治組織の設立等に向けたイラクの国民による自主的な努力を支援し、及

び促進しようとする国際社会の取組に関し、我が国がこれに主体的かつ積極的に寄与する

ため、国際連合安全保障理事会決議第 1483 号を踏まえ、人道復興支援活動及び安全確保

支援活動を行うこととし、もってイラクの国家の再建を通じて我が国を含む国際社会の平

和及び安全の確保に資することを目的とする。

　（基本原則）

第２条　政府は、この法律に基づく人道復興支援活動又は安全確保支援活動（以下「対応措

置」という。）を適切かつ迅速に実施することにより、前条に規定する国際社会の取組に

我が国として主体的かつ積極的に寄与し、もってイラクの国家の再建を通じて我が国を含

む国際社会の平和及び安全の確保に努めるものとする。

　２　対応措置の実施は、武力による威嚇又は武力の行使に当たるものであってはならない。

　３　対応措置については、我が国領域及び現に戦闘行為（国際的な武力紛争の一環として

行われる人を殺傷し又は物を破壊する行為をいう。以下同じ。）が行われておらず、かつ、

そこで実施される活動の期間を通じて戦闘行為が行われることがないと認められる次に

掲げる地域において実施するものとする。

　　（以下略）

イラクにおける人道復興支援活動及び安全確保支援活動の実施に関する特別措置法

首相官邸ホームページ　http://www.kantei.go.jp より

イラク復興支援特別措置法



52

【資料 30】
2004 年（平成 16 年）1月 ―――　真　　　　宗　―――

教 団 の 動 き

　

五
月
一
日
に
合
衆
国
大
統
領
は
、
一
方
的
に
イ
ラ
ク
戦
争
の
終
結
を

宣
言
し
ま
し
た
。
し
か
し
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
イ
ラ
ク
国
民
を
は
じ

め
各
国
の
関
係
者
が
数
多
く
犠
牲
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
報
復
と
報

復
の
悪
循
環
の
中
で
の
悲
し
い
死
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
十
一
月
二
十
九
日
に
は
、
イ
ラ
ク
で
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
た

二
人
の
日
本
人
外
交
官
と
イ
ラ
ク
人
運
転
手
も
ま
た
、
そ
の
悪
循
環
の

は
ざ
ま
で
い
の
ち
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。ま
こ
と
に
深
い
悲
し
み
で
あ
り
、

つ
つ
し
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
い
の
ち
を
奪
っ
た
行
為

に
た
い
し
て
強
く
抗
議
い
た
し
ま
す
。

　

本
日
、
政
府
は
自
衛
隊
を
イ
ラ
ク
へ
派
遣
す
る
た
め
の
基
本
計
画
を

閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
自
衛
隊
は
重
火
器
を
有
す
る
軍
隊
で
す
。
そ
の

自
衛
隊
を
今
な
お
戦
争
状
態
に
あ
る
イ
ラ
ク
へ
派
遣
す
る
こ
と
は
、
復

興
支
援
と
い
う
名
目
と
は
逆
に
、
報
復
の
悪
循
環
を
助
長
す
る
だ
け
で

あ
っ
て
、
本
当
の
意
味
で
イ
ラ
ク
国
民
の
生
活
を
回
復
す
る
こ
と
に
は

な
ら
な
い
と
深
く
憂
慮
い
た
し
ま
す
。

　

な
く
な
ら
れ
た
人
の
死
を
悼
み
悲
し
む
こ
と
と
、
そ
の
死
を
怒
り

に
か
え
て
報
復
に
向
か
う
こ
と
と
は
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
い

を
も
っ
て
戦
い
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
な
解

決
に
も
な
ら
な
い
こ
と
を
真
理
と
し
て
受
け
と
め
、
関
係
諸
国
が
英
断

を
も
っ
て
戦
い
を
止
め
る
努
力
を
す
る
、
そ
の
こ
と
を
促
し
て
い
く
こ

と
が
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
が
果
た
す
べ
き
役
割
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、
二
人
の
外
交
官
を
含
め
、
今
日
ま
で
戦
争

で
犠
牲
と
な
っ
た
多
く
の
人
た
ち
の
死
を
、
心
か
ら
追
悼
す
る
こ
と
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
三
年
十
二
月
九
日　

真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長　

熊
谷　

宗
惠

イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
遣
に
関
す
る
宗
務
総
長
コ
メ
ン
ト
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【資料 31】

　本日、小泉首相が靖国神社に参拝されましたことに対し、強く抗議いたします。
　わたしたち真宗教団連合は、長年にわたり、終始一貫して「首相・閣僚の靖国神社公式参
拝中止」を求めてまいりました。特に小泉首相就任以来、度重なる参拝に対して再三にわた
り抗議や要請を行ってまいりました。
　申すまでも無く靖国神社は、明治政府の国家神道体制のもとに創設されて以来、国家によ
る戦争を正当化するとともに、戦死者を護国の英霊として讃え顕彰することによって、国の
戦争責任を回避するという極めて政治的な機能を果たしてきている特異な一宗教施設であり
ます。
　わたしたちは、自国民だけではなく、全人類を視野に入れつつ、人間の在りようが課題と
なる「同一に念仏して別の道なきがゆえに、遠く通ずるに、それ四海の内みな兄弟とするな
り」という、阿弥陀如来の浄土を自己の立脚地として生きられた親鸞聖人の教えに生きるも
のであります。
　また、「日本国憲法」の「戦争放棄・信教の自由・政教分離の原則」の精神から考えてみ
ても一宗教法人に首相が参拝することは、先の大戦の数多くの犠牲を踏み躙る行為であり、
断じて認めることはできません。
　よって、イラク戦争をはじめ混迷極める世界情勢の中にあって、「平和と共生」の国際社
会が切に望まれるいま、全人類の平和への願いに心をよせることなく行われた今回の参拝行
為に対し、強く抗議するとともに、今後の参拝に関しても引き続き中止を求めていく所存で
あります。
　平成 16（2004）年１月１日

真宗教団連合
理事長　不二川　公勝
真宗教団連合加盟宗派

浄土真宗本願寺派
真宗大谷派
真宗高田派

真宗佛光寺派
真宗興正派
真宗木辺派

真宗出雲路派
真宗誠照寺派
真宗三門徒派
真宗山元派

内閣総理大臣　　小泉　純一郎　殿

小泉首相の靖国神社参拝に対する抗議文
平成 16 年 (2004）１月１日

＊真宗教団連合ホームページ　http://www.shin.gr.jp より
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【資料 32】

判決骨子
１　被告小泉純一郎は、本件参拝に際し、公用車を使用し、秘書官を随行させ、「内閣総理大臣小泉純一郎」と記
帳し、「献花内閣総理大臣小泉純一郎」との名札を付した献花をし、参拝後に内閣総理大臣である小泉純一郎が
参拝した旨述べており、本件参拝は、行為の外形において、内閣総理大臣の職務の執行と認め得るものという
べきであるから、国家賠償法１条１項の「職務を行うについて」に当たる。

２　本件参拝は、神道の教義を広め、春秋の例大祭や合祀祭等の儀式行事を行い、拝殿、本殿等の礼拝施設を備
える宗教法人である靖国神社において、内閣総理大臣によりなされたものであり、その行為の行われた場所、
その行為に対する一般人の宗教的評価、行為者の意図、目的、行為の一般人に与える効果、影響等諸般の事情
を考慮し、社会通念に従って客観的に判断すると、憲法 20 条３項によって禁止されている宗教的活動に当たり、
同条項に反する。

３　本件参拝は、原告らに対して信教を理由として不利益な取扱いをしたり、心理的強制を含む宗教上の強制や
制止をするものではないから、原告らの信教の自由を侵害したものとはいえない。また、原告らの主張する宗
教的人格権や平和的生存権等は、憲法上の人権と認めることはできない。

４　原告らの主張する人格的利益は、憲法上の人権といえないものとしても、一般論として不法行為による被侵
害利益たり得ないと解することはできない。

　　しかしながら、本件参拝により原告らが不安感、憤り、危惧感等を抱いたとしても、その行為の性質上、こ
れにより賠償の対象となり得るような法的利益の侵害があったものということはできず、本件参拝について不
法行為の成立を認めることはできない。

判決文の後半抜粋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔略〕
　これを本件についてみると、前示のとおり、本件参拝によって、原告らが、不安感、不快感、憤り、危惧感、
圧迫感などを抱いたことは認め得るものの、本件参拝は、内閣総理大臣が靖国神社を訪れ、「内閣総理大臣小
泉純一郎」と記帳し、同様の名札を付した献花をした上、本殿において一礼方式によって参拝したというもの
であり、その行為の性質上、他者に対する影響の度合いは限定的なものといわざるを得ないものであり、原告
らの立証した前記の諸感情が相当に強度のものとは認め得るものの、なお本件参拝により賠償の対象となり得
るような法的利益の侵害があったものということはできず、本件参拝について不法行為の成立を認めることは
できない。
（カ）まとめ
　以上より、本件参拝によって原告らの法律上保護された具体的な権利ないし利益が侵害されたということは
できないから、被告らに対する損害賠償請求は理由がない。
３　結　論
　以上の次第であって、原告らの被告らに対する本件請求は、いずれも理由がないから、これを棄却すること
とし、主文のとおり判決する。
　なお、前記のとおり、当裁判所は、本判決において、本件参拝につきその違憲性を判断しながらも、結論と
しては、本件参拝によって原告らの法律上保護された権利ないし利益が侵害されたということはできず、不法
行為は成立しないとして原告らの請求をいずれも棄却するものであり、あえて本件参拝の違憲性について判断
したことに関しては異論もあり得るものとも考えられる。
　しかしながら、現行法の下においては、本件参拝のような憲法 20 条３項に反する行為がされた場合であって
も、その違憲性のみを訴訟において確認し、又は行政訴訟によって是正する途もなく、原告らとしても違憲性
の確認を求めるための手段としては損害賠償請求訴訟の形を借りるほかなかったものである。一方で、靖国神
社への参拝に関しては、前記認定のとおり、過去を振り返れば数十年前からその合憲性について取り沙汰され、
「靖国神社法案」も断念され、歴代の内閣総理大臣も慎重な検討を重ねてきたものであり、元内閣総理大臣中曽
根康弘の靖国神社参拝時の訴訟においては大阪高等裁判所の判決の中で、憲法 20 条３項所定の宗教的活動に該
当する疑いが強く、同条項に違反する疑いがあることも指摘され、常に国民的議論が必要であることが認識さ
れてきた。しかるに、本件参拝は、靖国神社参拝の合憲性について十分な議論も経ないままなされ、その後も
靖国神社への参拝は繰り返されてきたものである。こうした事情にかんがみるとき、裁判所が違憲性について
の判断を回避すれば、今後も同様の行為が繰り返される可能性が高いというべきであり、当裁判所は、本件参
拝の違憲性を判断することを自らの責務と考え、前記のとおり判示するものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（口頭弁論の終結の日　平成 16 年１月 13 日）
　　　福岡地方裁判所第５民事部

2004．４．７　福岡地裁

2004 年４月 14 日の公開学習会にて、講師の安西賢誠氏が参考資料として配付されたもの。
なお文中下線は岡崎教区靖国問題専門委員会で加えたもの。　　 　　　　　　　　　　　  

平成 13年（ワ）第３９３２号損害賠償請求事件

6福岡地裁、小泉首相靖国参拝違憲判決6
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【資料 33】
2004 年（平成 16 年）７月 ―――　真　　　　宗　―――

　

二
〇
〇
三
年
三
月
二
十
日
、
中
央
教
育
審
議
会
は
「
二
十
一
世
紀

を
切
り
拓
く
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
日
本
人
の
育
成
を
目
指
す
観
点
か

ら
」「
教
育
基
本
法
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
す
る
答
申
を
文
部

科
学
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

同
答
申
で
は
「
国
民
の
間
で
の
自
信
の
喪
失
と
モ
ラ
ル
の
低
下
、
青

少
年
の
凶
悪
犯
罪
や
い
じ
め
・
不
登
校
・
中
途
退
学
・
学
校
崩
壊
な
ど
」

を
、
学
校
教
育
に
起
因
す
る
も
の
な
の
か
、
社
会
に
起
因
す
る
も
の
な

の
か
を
十
分
に
見
極
め
る
こ
と
も
な
く
、
短
絡
的
に
現
行
教
育
基
本
法

の
問
題
と
決
め
つ
け
、
子
ど
も
の
心
や
家
庭
へ
の
国
家
の
過
剰
な
介
入

を
促
進
・
容
認
す
る
教
育
基
本
法
「
改
正
」
を
、
強
引
に
導
き
出
し
て

い
ま
す
。そ
の
内
容
は
、「
日
本
の
伝
統
・
文
化
の
尊
重
」の
名
の
も
と
に
、

「
愛
国
心
の
育
成
」「
復
古
的
な
道
徳
教
育
の
強
化
」や「
国
家
へ
の
奉
仕
・

献
身
」
の
重
要
性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
も
う
一
方
で
、
能
力
主
義
・

競
争
主
義
・
強
者
の
論
理
に
よ
る
教
育
再
編
を
促
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

二
〇
〇
〇
万
人
を
超
え
る
犠
牲
者
を
出
し
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の

惨
禍
へ
の
深
い
反
省
に
立
ち
、
私
た
ち
は
、「
国
民
主
権
」「
平
和
主
義
」

「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」
を
三
大
原
則
と
す
る
日
本
国
憲
法
を
手
に
入

れ
ま
し
た
。
相
前
後
し
て
制
定
さ
れ
た
教
育
基
本
法
は
、そ
の
前
文
で
、

「
わ
れ
ら
は
、
さ
き
に
、
日
本
国
憲
法
を
制
定
し
、
民
主
的
で
文
化
的

な
国
家
を
建
設
し
て
、
世
界
の
平
和
と
人
類
の
福
祉
に
貢
献
し
よ
う
と

す
る
決
意
を
示
し
た
。
こ
の
理
想
の
実
現
は
、
根
本
に
お
い
て
教
育
の

力
に
ま
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
、「
個
人
の
尊
厳
を
重
ん
じ
、

真
理
と
平
和
を
希
求
す
る
人
間
の
育
成
を
期
」
し
、「
普
遍
的
に
し
て

し
か
も
個
性
ゆ
た
か
な
文
化
の
創
造
を
め
ざ
す
教
育
を
普
及
徹
底
」
す

る
こ
と
で
、
日
本
国
憲
法
の
理
想
の
具
現
化
を
図
ろ
う
と
制
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
近
年
の
動
き
は
、
国
旗
・
国
歌
法
が
制
定
さ
れ
、

国
家
主
義
に
立
っ
た
著
し
く
歪
ん
だ
歴
史
観
を
持
つ
教
科
書
を
検
定
合

格
と
し
、
新
学
習
指
導
要
領
・
小
六
社
会
学
習
目
標
に
「
国
を
愛
す
る

心
の
育
成
」
を
掲
げ
る
等
、
教
育
現
場
へ
の
国
家
の
過
剰
介
入
が
加
速

度
的
に
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
一
連
の
動
き
は
、
憲
法
「
改
正
」
の

た
め
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

教
育
と
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
間
の
自
己
形
成
を
促
進
し
支
援
す
る

営
み
で
あ
り
、
国
家
が
特
定
の
人
間
像
を
押
し
付
け
、
そ
の
形
成
を
図

る
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
、
子
ど
も
た
ち

は
国
家
の
た
め
に
存
在
す
る
も
の
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
真
宗
大
谷
派
は
、
過
去
に
お
い
て
、
仏
教
者
と
し
て
の
本

分
を
忘
れ
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
仰
せ
に
な
き
こ
と
を
仰
せ
と
し
、
無

批
判
に
国
策
に
積
極
的
に
協
力
し
た
自
ら
の
戦
争
責
任
を
深
く
懺
悔
し

て
、一
九
九
五
年
、宗
議
会
に
お
い
て
「
不
戦
決
議
」
を
採
択
し
て
「
惨

事
を
未
然
に
防
止
す
る
努
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
」
を
誓
い
ま
し
た
。

　

平
和
憲
法
「
改
正
」
の
道
を
開
き
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段

と
し
て
戦
争
を
も
辞
さ
な
い
国
を
支
え
る
人
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も

に
、
強
者
の
論
理
に
立
つ
能
力
主
義
で
人
間
を
分
断
す
る
こ
と
を
推
し

進
め
よ
う
と
す
る
教
育
基
本
法
「
改
正
」
に
、
私
た
ち
は
真
宗
仏
教
者

と
し
て
断
固
反
対
す
る
こ
と
を
、こ
こ
に
決
議
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

二
〇
〇
四
年
六
月
八
日　
　
　
　
　
　
　

真
宗
大
谷
派　

宗
議
会

教
育
基
本
法
「
改
正
」
に
反
対
す
る
決
議
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【資料 34】

改
憲
の
動
き
に
対
し
、
世
界
に
誇
る
日
本
国
憲
法
を
守
ろ
う
と
、
著
名
文
化
人
九
氏

が
呼
び
か
け
て
六
月
十
日
に
発
足
し
た
「
九
条
の
会
」
の
ア
ピ
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

　

日
本
国
憲
法
は
、
い
ま
、
大
き
な
試

練
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
原
爆
に
い

た
る
残
虐
な
兵
器
に
よ
っ
て
、
五
千
万

を
越
え
る
人
命
を
奪
っ
た
第
二
次
世
界

大
戦
。
こ
の
戦
争
か
ら
、
世
界
の
市
民

は
、
国
際
紛
争
の
解
決
の
た
め
で
あ
っ

て
も
、
武
力
を
使
う
こ
と
を
選
択
肢
に

す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
教
訓
を
導
き

だ
し
ま
し
た
。

　

侵
略
戦
争
を
し
つ
づ
け
る
こ
と
で
、

こ
の
戦
争
に
多
大
な
責
任
を
負
っ
た
日

本
は
、
戦
争
放
棄
と
戦
力
を
持
た
な
い

こ
と
を
規
定
し
た
九
条
を
含
む
憲
法
を

制
定
し
、
こ
う
し
た
世
界
の
市
民
の
意

思
を
実
現
し
よ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

　

し
か
る
に
憲
法
制
定
か
ら
半
世
紀
以

上
を
経
た
い
ま
、
九
条
を
中
心
に
日
本

国
憲
法
を
「
改
正
」
し
よ
う
と
す
る
動

き
が
、
か
つ
て
な
い
規
模
と
強
さ
で
台

頭
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
図
は
、
日
本

を
、
ア
メ
リ
カ
に
従
っ
て
「
戦
争
を
す

る
国
」
に
変
え
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
集
団
的
自
衛
権
の
容
認
、

自
衛
隊
の
海
外
派
兵
と
武
力
の
行
使
な

ど
、
憲
法
上
の
拘
束
を
実
際
上
破
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
非
核
三
原
則
や

武
器
輸
出
の
禁
止
な
ど
の
重
要
施
策
を

無
き
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
「
戦
争
を
す

る
国
」
を
担
う
者
に
す
る
た
め
に
、
教

育
基
本
法
を
も
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
日
本
国
憲
法
が
実
現
し

よ
う
と
し
て
き
た
、
武
力
に
よ
ら
な
い

紛
争
解
決
を
め
ざ
す
国
の
在
り
方
を
根

本
的
に
転
換
し
、
軍
事
優
先
の
国
家
へ

向
か
う
道
を
歩
む
も
の
で
す
。
私
た
ち

は
、
こ
の
転
換
を
許
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ク
攻
撃
と
占
領
の

泥
沼
状
態
は
、
紛
争
の
武
力
に
よ
る
解

決
が
、
い
か
に
非
現
実
的
で
あ
る
か
を
、

日
々
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
な
に
よ

り
武
力
の
行
使
は
、
そ
の
国
と
地
域
の

民
衆
の
生
活
と
幸
福
を
奪
う
こ
と
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
一
九
九
〇
年
代
以
降

の
地
域
紛
争
へ
の
大
国
に
よ
る
軍
事
介

入
も
、
紛
争
の
有
効
な
解
決
に
は
つ
な

が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

東
南
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
で
は
、

紛
争
を
、
外
交
と
話
し
合
い
に
よ
っ
て

解
決
す
る
た
め
の
、
地
域
的
枠
組
み
を

作
る
努
力
が
強
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
世
紀
の
教
訓
を
ふ
ま
え
、
二
一

世
紀
の
進
路
が
問
わ
れ
て
い
る
い
ま
、

あ
ら
た
め
て
憲
法
九
条
を
外
交
の
基
本

に
す
え
る
こ
と
の
大
切
さ
が
は
っ
き
り

し
て
き
て
い
ま
す
。
相
手
国
が
歓
迎
し

な
い
自
衛
隊
の
派
兵
を
「
国
際
貢
献
」

な
ど
と
言
う
の
は
、
思
い
上
が
り
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

憲
法
九
条
に
基
づ
き
、
ア
ジ
ア
を
は

じ
め
と
す
る
諸
国
民
と
の
友
好
と
協
力

関
係
を
発
展
さ
せ
、
ア
メ
リ
カ
と
の
軍

事
同
盟
だ
け
を
優
先
す
る
外
交
を
転
換

し
、
世
界
の
歴
史
の
流
れ
に
、
自
主
性

を
発
揮
し
て
現
実
的
に
か
か
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
憲
法

九
条
を
も
つ
こ
の
国
だ
か
ら
こ
そ
、
相

手
国
の
立
場
を
尊
重
し
た
、
平
和
的
外

交
と
、
経
済
、
文
化
、
科
学
技
術
な
ど

の
面
か
ら
の
協
力
が
で
き
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
平
和
を
求
め
る
世
界
の

市
民
と
手
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、
あ
ら
た

め
て
憲
法
九
条
を
激
動
す
る
世
界
に
輝

か
せ
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
こ
の
国
の
主
権
者
で
あ
る
国
民
一

人
ひ
と
り
が
、
九
条
を
持
つ
日
本
国
憲

法
を
、
自
分
の
も
の
と
し
て
選
び
直
し
、

日
々
行
使
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
れ
は
、
国
の
未
来
の
在
り
方
に

対
す
る
、
主
権
者
の
責
任
で
す
。
日
本

と
世
界
の
平
和
な
未
来
の
た
め
に
、
日

本
国
憲
法
を
守
る
と
い
う
一
点
で
手
を

つ
な
ぎ
、「
改
憲
」
の
く
わ
だ
て
を
阻

む
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
、
あ

ら
ゆ
る
努
力
を
、
い
ま
す
ぐ
始
め
る
こ

と
を
訴
え
ま
す
。

　
　

二
〇
〇
四
年
六
月
一
〇
日

　
　
　
　

井
上
ひ
さ
し
（
作
家
）

　
　
　
　

梅
原　
　

猛
（
哲
学
者
）

　
　
　
　

大
江
健
三
郎
（
作
家
）

　
　
　
　

奥
平　

康
弘
（
憲
法
研
究
者
）

　
　
　
　

小
田　
　

実
（
作
家
）

　
　
　
　

加
藤　

周
一
（
評
論
家
）

　
　
　
　

澤
地　

久
枝
（
作
家
）

　
　
　
　

鶴
見　

俊
輔
（
哲
学
者
）

　
　
　
　

三
木　

睦
子
（
国
連
婦
人
会
）

�
九
条
�
会
�
�
�
�
�

※九条の会ホームページ　http://www.9‐jo.jp/ より
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【資料 35】

１．「武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律」（国民保護法）
第１条　この法律は、武力攻撃事態等において武力攻撃から国民の生命、身体及び財産を保護し、並び
に武力攻撃の国民生活及び国民経済に及ぼす影響が最小となるようにすることの重要性にかんがみ、
これらの事項に関し、国、地方公共団体等の責務、国民の協力、住民の避難に関する措置、避難住民
等の救援に関する措置、武力攻撃災害への対処に関する措置その他の必要な事項を定めることにより、
武力攻撃事態等における我が国の平和と独立並びに国及び国民の安全の確保に関する法律（略）と相
まって、国全体として万全の態勢を整備し、もって武力攻撃事態等における国民の保護のための措置
を的確かつ迅速に実施することを目的とする。

（国民の協力等）
第４条　国民は、この法律の規定により国民の保護のための措置の実施に関し協力を要請されたときは、
必要な協力をするよう努めるものとする。
２　前項の協力は国民の自発的な意思にゆだねられるものであって、その要請に当たって強制にわた
ることがあってはならない。

２．「武力攻撃事態における外国軍用品等の海上輸送の規制に関する法律」
第１条　この法律は、武力攻撃事態（略）に際して、我が国領海又は我が国周辺の公海（略）における
外国軍用品等の海上輸送を規制するため、自衛隊法（略）第 76 条第１項の規定により出動を命ぜられ
た海上自衛隊の部隊が実施する停船検査及び回航措置の手続並びに防衛庁に設置する外国軍用品審判
所における審判の手続等を定め、もって我が国の平和と独立並びに国及び国民の安全の確保に資する
ことを目的とする。

３．「武力攻撃事態における捕虜等の取扱いに関する法律」
第１条　この法律は、武力攻撃事態における捕虜等の拘束、抑留その他の取扱いに関し必要な事項を定
めることにより、武力攻撃を排除するために必要な自衛隊の行動が円滑かつ効果的に実施されるよう
にするとともに、武力攻撃事態において捕虜の待遇に関する 1949 年８月 12 日のジュネーヴ条約（以
下「第３条約」という。）その他の捕虜等の取扱いに係る国際人道法の的確な実施を確保することを目
的とする。

４．「自衛隊法の一部を改正する法律」
　日本国の自衛隊とアメリカ合衆国軍隊との間における後方支援、物品又は役務の相互の提供に関す
る日本国政府とアメリカ合衆国政府との間の協定（ＡＣＳＡ）の改正に伴い、自衛隊法上必要な改正
を実施する。

５．「武力攻撃事態等におけるアメリカ合衆国の軍隊の行動に伴い我が国が実施する措置に関する法律」
第１条　この法律は、武力攻撃事態等において、日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び安全保
障条約（以下「日米安保条約」という。）に従って武力攻撃を排除するために必要なアメリカ合衆国の
軍隊の行動が円滑かつ効果的に実施されるための措置その他の当該行動に伴い我が国が実施する措置
について定めることにより、我が国の平和と独立並びに国及び国民の安全の確保に資することを目的
とする。

６．「武力攻撃事態等における特定公共施設等の利用に関する法律」
第１条　この法律は、武力攻撃事態等における特定公共施設等の利用に関し、指針の策定その他の必要
な事項を定めることにより、その総合的な調整を図り、もって対処措置等の的確かつ迅速な実施を図
ることを目的とする。

７．「国際人道法の重大な違反行為の処罰に関する法律」
第１条　この法律は、国際的な武力紛争において適用される国際人道法に規定する重大な違反行為を処
罰することにより、刑法（明治 40 年法律第 45 号）等による処罰と相まって、これらの国際人道法の
的確な実施の確保に資することを目的とする。

＊首相官邸ホームページ　http://www.kantei.go.jp/ より

〈有事関連７法〉
　１．「武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律」（国民保護法）
　２．「武力攻撃事態における外国軍用品等の海上輸送の規制に関する法律」
　３．「武力攻撃事態における捕虜等の取扱いに関する法律」
　４．「自衛隊法の一部を改正する法律」
　５．「武力攻撃事態等におけるアメリカ合衆国の軍隊の行動に伴い我が国が実施する措置に関する法律」
　６．「武力攻撃事態等における特定公共施設等の利用に関する法律」
　７．「国際人道法の重大な違反行為の処罰に関する法律」
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【資料 36】

教育基本法「改正」に反対する決議文

　憲法「改正」に先立って、教育基本法「改正」を求める動きが強くなってい

ます。

　2003 年３月、教育基本法の見直しを求める答申が中央教育審議会から提出

されました。その内容は、現在の教育基本法の「個人の尊厳」「真理と正義」

などの基本理念を、「国家や社会の形成者たる国民の育成」というように、国

家の政策を優先させた教育に改めようとするものです。そのために、答申には

「国を愛する心」、「畏敬の念」、「伝統文化の尊重」などが盛り込まれています。

　現在の学校教育に検討すべき問題が多々あることは認めます。しかしそれは

教育基本法を見直したり、変えることに短絡的に結びつくことではなく、問題

の所在や分析、検討を積み重ねていくことから始めるべき事柄であるはずです。

　個人がそれぞれ異なった考え方や価値観をもつことは極めて当然なことで、

その一人ひとりの人間の自己形成を支援するところに教育の役割があると言え

ます。しかし、教育基本法の「改正」によって目指されているのは、一人ひと

りの違いをなくし、格差と統制を強める方向だと言わねばなりません。

　子どもを国家のために役立つ「道具」として作り替えることが教育であって

はなりません。国家が決めた唯一正しい「人間像」を押しつけ、その育成を図

ることが教育であってはならないのです。

　しかし、今そのような意図をもった国家による教育への介入が推し進められ

ています。人間の尊厳の自覚をこそ大切な課題とする私たち仏教者は、教育基

本法「改正」を断じて許すわけにはいきません。

　ここに、真宗大谷派岡崎教区教区会において反対の決議をするものでありま

す。

　　　　　　　　　　　　2004 年８月２日　　　真宗大谷派岡崎教区教区会

6岡崎教区教区会による『教育基本法「改正」に反対する決議文』6
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あ　と　が　き
　イラクへの自衛隊派遣、教育基本法と憲法９条の改正の動きなど、日本は今、どこ
へ向かおうとしているのか。そんな思いを強くする昨今の状況です。毎年繰り返され
る小泉首相の靖国神社参拝が、近隣の中国・韓国との関係を一層複雑なものとしてい
る事実は、今もって日本が先の大戦の総括をしていないことのあらわれでもあります。
　年表づくりを思い立ったのも、こんな最近の日本の動きをあらためてたどってみよ
うという動機からでした。年表づくりにあたり、委員会の一委員のレポートが、みん
なの思いを集約しているのでご紹介して、あとがきといたします。

＊　　　　　　　　　　　＊
　今、靖国問題専門委員会でなぜ「年表づくり」をするのか、その意義・意味はどう
いうことなのか、など話し合われています。
　そのことについて、私は次の二点に尽きると思います。
　ひとつは、何よりも自分の怠慢や鈍感さを、しっかりと自己確認することであります。
時代感覚の薄弱さは、年表づくりによっていよいよはっきり確認できます。小泉内閣
（’01. ４）が成立したときはいつだったのか。私は何をしていたのか。その後、どのよ
うにイラク戦争派遣へと繋がっていくのか。さっぱり忘れています。
　もうひとつは、時代の空気というか雰囲気を確認すること。芥川龍之介がいう「ぼ
んやりとした不安」どころか、年表を見れば、現今の世相、政治状況は「尋常でない不安」
にさらされていることが浮き彫りにされてきます。
　一言でいえば、「年表」は、「自己」と「時代・社会」を確認することだと思います。

＊　　　　　　　　　　　＊
　この「年表」を、教区・組、あるいは寺などの学習会の資料として広くご活用いただき、
同じ時代・国を生きる私たちにとって、靖国問題が信心の課題として、ますます深め
られますことを願っています。

2005 年６月
　　岡崎教区　靖国問題専門委員会


